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令和 7 年度事業報告 

施設長  池田 隆三 

１．事業環境  

施設サービスの利用状況は、第一種社会福祉事業の施設入所・生活介護の定員は共に 74

名（前年度末利用者数 68 名）、第二種社会福祉事業の短期入所事業定員 7 名、相談支援事

業、地域生活支援事業の日中一時定員 10 名の内容で令和 7 年度をスタートした。 

年度内の利用者移動は、男性 2 名女性 2 名（4 名）が入所、高齢者施設へのサービス変更

で女性 3 名、長期入院のため男性 1 名女性 1 名(5 名)が退所。サービス利用者は、年度末現

在で施設入所及び生活介護とも 68 名となる。（長期入院で退所された男性が 3 月 31 日に退

所） 

 

２．サービス充実・感染症対策と状況 

(1)サービスの質の向上 

サービスの質の向上を図るため、現状把握と課題の抽出に努めた。個別支援計画について

は定期的な見直しを行い、利用者一人ひとりの状態に応じた支援を実施した。 

利用者の身体拘束ゼロを基本としつつ、安全確保の観点から必要な支援については、ケー

ス会議を経て本人及び保護者の同意を得た上で実施し、その都度使用状況の記録を行った。 

(2)事故防止・安全対策  

高齢化に伴う歩行機能の低下により転倒リスクが高まっていることから、ケース会議を

通じて支援方法の見直しを行った。 

投薬業務については、事故報告に基づく再発防止策として、投薬マニュアルの遵守及びダ

ブルチェックの徹底を図り、周知徹底に務めた。 

 職員の安全運転意識向上のため、運転記録証明書の取得を継続し、安全運転及び交通法規

遵守の徹底的に務めた結果、本年度も優秀安全運転事業所（プラチナ賞）を受賞することが

できた。 

 (3)感染症対策 

 新型コロナウイルス及びインフルエンザ等の感染症については、高齢化した利用者にと

って重症化リスクが高いことから、手洗い・消毒・換気・マスク着用等の基本的感染対策を

継続した。1 月 30 日に利用者 1 名がインフルエンザ A 型に罹患したが、速やかにフロアの

区分対応（ゾーニング）を行い、食事や入浴等の対応を含めた感染拡大防止策を講じた結果

施設内での大きな拡大を防ぐことができた。 

 行事・外出・外泊・面会については、愛媛県、大洲市等の動向を踏まえ、通常通り実施し

た。 

 

３．健康経営 

利用者が安心して生活ができる施設づくりのためには、支援者である職員が心身ともに
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健康であることが重要であるとの認識のもと、「健康づくり推進宣言」を継続した。その取

り組みが認められ中小規模法人部門において「健康経営優良法人 2026」の認定を経済産業

省より受けている。 

ワークライフバランス推進の観点から、有給休暇の取得促進、育児・介護休業制度の活用

促進に加え、育児休業の分割取得等にも対応した。 

 

４．人材確保 
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 求人活動として、大学、短期大学、専門学校、高校の就職担当者との連携を図るととも

に、施設見学や就職説明会を通じて積極的に広報を行い、新規職員の確保に務めた。ま

た、専門性向上を図るため、職員に対する正規職員登用試験を実施し、合格者を正規職員

として登用することで、人材定着及び組織体制の強化を図った。 

 

５． 施設整備改修 

 今年度の施設整備は、利用者の安全を確保し、防犯面を強化するため防犯訓練の際、警察

署より指摘のあったスロープに門扉を設置した。 

ICT の活用としてインカムを 10 台導入し、職員間のリアルタイムな情報共有とハンズフ

リー通話を可能にし、業務の効率化・緊急時の迅速な対応を実現化した。 
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障がい者支援施設大洲育成園 

 主任指導員  谷山 洋二 

１．利用者状況（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

(１)年齢別・性別の状況  

定員 74 人（平均年齢：65 歳、最低年齢：32 歳、最高年齢：82 歳、65 歳以上：48 人） 

 

 

20 歳以上
～ 

30 歳未満 

30 歳以上
～ 

40 歳未満 

40 歳以上
～ 

50 歳未満 

50 歳以上
～ 

60 歳未満 

60 歳以上
～ 

70 歳未満 
70 歳以上 計 

男 0 3 4 4 13 15 39 

女 0 0 4 0 7 18 29 

計 0 3 8 4 20 32 68 

(２)障害支援区分                        

区分 6 5 4 3 2 計 平均 

施設入所 32 22 13 1 0 68 5.3 

生活介護 32 22 13 1 0 68 5.3 

(３)入所期間の状況（施設入所）    平均 38 年 

在籍年数 0～9 10～19 20～29 30～39 40～ 計 

人数 13 7 7 2 39 68 

(４)行政機関 

大洲 八幡浜 宇和島 西予 松山 伊予 内子 伊方 愛南 計 

26 7 5 9 ４ 1 10 ４ 2 68 

 

２．利用実績（支援区分別利用状況） 

(１)施設入所   

入所者 4 人（10/1  2 人、 2/1、3/1 各 1 人）  

退所者 5 人（4/4、9/17、2/11、3/4、3/31  各 1 人） 

   月 

 

 

 

 

区分 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 開所 

日数 

365日 

 

合計 

延数 

30日 

 

31日 30日 31日 31日 30日 31日 30日 31日 31日 28日 31日 

3 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 
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(２)生活介護 

入所者 4 人（10/1  2 人、 2/1、3/1 各 1 人）  

退所者 5 人（4/4、9/17、2/11、3/4、3/31  各 1 人） 

(３)外泊回数 

 

３．行事 

月 施設行事 福祉関係機関行事 地域行事 

4 

1.入職式・辞令交付式 

8.業者散髪（はぴねす） 

13.家庭の日・保護者会総会 

14.業者散髪（ひらた） 

26.誕生会・利用者会議 

  

4 418 400 387 401 368 358 369 358 367 352 308 391 4477 

5 596 647 628 649 635 611 697 679 705 706 671 682 7906 

6 962 992 935 992 1010 960 992 960 992 981 850 955 11581 

合計 2006 2070 1980 2073 2044 1959 2089 2027 2095 2070 1857 2059 24329 

実数 68 67 67 67 68 66 68 68 68 68 67 68  

    月 

 

 

 

 

区分 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 開所 

日数 

365日 

 

合計 

延数 

30日 31日 30日 

 

31日 31日 30日 31日 30日 31日 31日 28日 31日 

3 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31  2

8 

31 365 

4 418 400 387 401 368 358 369 358 367 352 308 391 4477 

5 596 646 628 649 635 611 697 679 705 706 671 682 7905 

６ 962 991 935 992 1009 960 992 960 992 981 850 955 11579 

合計 2006 2068 1980 2073 2043 1959 2089 2027 2095 2070 1857 2059 24326 

実数 68 67 67 67 68 66 68 68 68 68 67 68  

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

外泊 ４ 8 ４ ３ 9 5 3 3 5 7 2 2 55 



 

5 

 

5 

1～31.施設内安全点検 

12.業者散髪（ひらた） 

13.業者散髪（はぴねす） 

21.第1回健康診断 

21.食育ラーメンバイキング 

24.誕生会・利用者会議 

【南予福祉施設会】 

15.ボッチャ講習会 

【愛媛】 

25.第17回愛媛県障がい者スポーツ大

会  
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9.業者散髪（ひらた） 

10.業者散髪（はぴねす） 

15.家庭の日・事業報告 

19.歯科検診 

24.フロア移動 

2F女性↔1F男性 

24.食育プリンイベント 

26.優秀安全運転事業所表彰 

  (プラチナ賞受賞) 

27.サービス相談日 

28.誕生会・利用者会議 

30.大掃除 

【南予福祉施設会】 

1.南予福祉施設会ボッチャ交流会 
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1.開園記念日 

8.業者散髪（はぴねす） 

9.女性レクリエーション 

（エミフル） 

14.業者散髪（ひらた） 

17.参議院議員選挙 

 （期日前投票） 

26.誕生会・利用者会議 

30.職員採用面接 

 

【大洲市】 

13.大洲市一斉清

掃 
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2.夏祭り(育成園・学園合同) 

11.業者散髪（ひらた） 

12.業者散髪（はぴねす） 

30.誕生会・利用者会議 

 

【大洲市】 

16.たいら夏祭り 
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2.大洲市市議会議員選挙 

（期日前投票） 

8.業者散髪（ひらた） 

10.サービス相談日 

11.食育アイスクリーム 

フェス 
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16.敬老会 

16.業者散髪（はぴねす） 

19.職員採用面接 

22.24.25.大洲北中学校  

福祉体験学習 

24.男性レクリエーション 

  (エミフル) 

26.地域連携推進会議 

  (施設訪問) 

27.誕生会・利用者会議 

10 

1～11/6.第2回健康診断 

7.業者散髪（はぴねす） 

13.業者散髪（ひらた） 

14.女性レクリエーション 

  (エミフル) 

19.家庭の日・会食 

25.誕生会・利用者会議 

 

  

【四国】 

15～16.四国地区知的障害者福祉協会 

ゆうあいスポーツ四国香川大会 

【南予福祉施設会】 

18.南予福祉施設会「福祉まつり」 

   ウォークラリー 

【大洲市】 

30.大洲市障がい者ｽﾎﾟｰﾂの集い 

    (施設内記録会) 
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3.大洲まつり獅子舞来園 

4.平小学校交流会（1回目） 

6.地域連携推進会議（会議） 

10.業者散髪（ひらた） 

11.業者散髪（はぴねす） 

18.男性レクリエーション 

 （とべ動物園） 

21.平小学校交流会（2回目） 

26.食育スイーツバイキング 

26.レクリエーション 

 （乙亥相撲） 

29.誕生会・利用者会議 

【大洲市】 

9.大洲市福祉と健康づくり市民の集い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【西予市】 

26.乙亥大相撲 

   招待参加 

  レクリエーシ

ョン 
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6.イルミネーション 

8.業者散髪（ひらた） 

9.業者散髪（はぴねす） 

9.インフルエンザ予防接種 

11.大掃除 

15.第3回サービス相談日 

【大洲市】 

17.大洲喜多法人会ケーキ贈呈 
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22.男性レクリエーション 

  (エミフル) 

25.クリスマス会 

28.誕生会・利用者会議  
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1.元旦・初詣 

11.新春書初め 

12.業者散髪（ひらた） 

13.業者散髪（はぴねす） 

21.大空美咲歌謡ショー 

24.誕生会・利用者会議 

28.食育寿司フェス 

   

2 

6.衆議院議員選挙 

（期日前投票） 

9.業者散髪（ひらた） 

10.業者散髪（はぴねす） 

16～25 聖カタリナ短期大学 

    実習生受け入れ 

18.男性レクリエーション 

  (オズメッセ・ひより) 

21.誕生会・利用者会議 

  

3 

1.家庭の日・研修会 

9.業者散髪（ひらた） 

10.業者散髪（はぴねす） 

12.入職者事前説明会 

12.第4回サービス相談日 

13.食育チョコレートフェス 

28. 誕生会・利用者会議 

30.お花見 

31.お別れ会・異動職員紹介 

 

 
 

 

４．施設入所支援 

定員 74 人、令和 8 年３月 31 日時点での現在員数は 68 人となっている。 

(１)実施状況 

施設入所者(夜間)の睡眠、排泄及び食事等の必要な日常生活上の支援により、個々に必

要な生活習慣が確立し快適な生活が送れるよう、また社会生活への適応性が維持できるよ

う、生活介護などの日中活動と合わせて一体的に支援した。 

施設入所者の解決すべき課題に合わせ、サービス管理責任者が個別支援計画を策定し、
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利用者・保護者・サービス管理責任者・看護師・管理栄養士・生活支援員で 6 ヶ月ごとに

モニタリングを行い、利用者及び保護者等の意向を伺い、同意のもと支援を行った。また、

身体機能の低下や入院等状況の変化により随時モニタリングを開き、個別支援計画の見直

しを行った。 

(２)総括 

施設入所においては、利用者一人ひとりの生活リズムや心身の状態に応じ、夜間の睡眠

排泄・食事等の基本的な生活支援を丁寧に行うことで、安定した日常生活の維持と生活習

慣の定着を図ることができた。また、日中活動と連携した一体的な支援により、社会生活

への適応力の維持に努めた。 

個別支援については、サービス管理責任者を中心に多職種が連携し、利用者及び保護者

の意向を踏まえた個別支援計画の策定・見直しを適切に実施した。定期的なモニタリング

に加え、身体状況の変化や入院等の状況にも柔軟に対応し、随時見直しを行うことで継続

かつ適切な支援体制の維持が図られた。 

 

５．生活介護 

定員 74 人、令和 8 年３月 31 日時点での現在員数は 68 人となっている。 

(１)実施状況 

日中活動班として、たいよう班にて利用者のニーズに合った活動プログラムを組み、機能

訓練・創作活動を実施した。 

① 機能訓練 

心身の健康維持を図る為、計画に沿って機能訓練を支援し、楽しく参加しやすい環

境を整えた。 

② 創作活動 

クラブ活動で習字、貼り絵等利用者の興味や能力に応じた活動を計画し、実施した。

又季節に応じた壁面飾り等、利用者一人ひとりができる事を支援した。 

 ③ 生産活動 

    今年度は未実施。 

(２)利用者数 

＜たいよう班＞                    （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

  男 性 女 性 合計 備 考 

39 人 29 人 68 人 

4 月、9 月、２月に各 1 名が退

所 3 月に 2 名が退所（高齢者

施設に３名医療機関に 2 名） 

10 月に 2 名が大洲学園と在宅

より入所 2 月、3 月に各 1 名が

在宅より入所 
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(３)支援員 （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

男性 17 人  

 

※パート職員含 

女性 15 人 

合計 29 人 

(４)利用者会議 

各フロアに分かれて利用者の中から進行係を決めて支援者が補助し、意見等が出やすい

ように支援しながら会を進めた。当日利用の短期入所及び日中一時の利用者も参加した。 

<参加状況> 

実施日 

4

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

26

日 

24

日 

28

日 

26

日 

30

日 

27

日 

25

日 

29

日 

28

日 

24

日 

21

日 

28

日 

 

男性 

 

36 37 35 36 37 37 37 38  38 36 35 37 

 

女性 

 

30 30 30 30 28 29 29 30 30 29 29 28 

＜議題＞ 

①  生活全般について（困っている事/改善してほしい事/健康面等） 

日常生活の中で利用者同士のトラブル等が見られるため、個人的に話すのではな

く、利用者会議を通して意見や改善内容等を出しあい、その中で情報を共有して快適 

な生活に繋がるよう会議を進めた。また、季節の変わり目の体調不調の訴えや衣服や   

寝具の入れ替え、エアコンの調整、感染症の予防へ向け意識付けと確認支援を行った。 

設備等で部屋の電球切れや共有場所の不備等を尋ねては確認と改善を行い、安全で

安心な生活が送れるように配慮した。 

② 日中活動について 

機能訓練や創作活動など取り組んでいる活動に対して意見を聞いたり、クラブ活

動では利用者の希望を取り入れたりしながら楽しく活動ができるように努めた。ま

た、入浴なども利用者の要望に応じてゆっくりと入れるように改善を図った。 

③ 食事について（メニュー要望等） 

食べたいメニューを伺い献立に取り入れたり、苦手なメニューに対しても必要な

栄養である事等を説明したりするなど、栄養摂取のアドバイスを行った。 

④ 行事について（各行事の情報を伝え、参加希望や意見、参加した行事の感想等） 

実施した施設行事や参加した催しもの、レクリエーション等に対し感想や意見を

伺い、次回への参考にした。また今後の行事や地域イベントの情報提供を行い、参加

等の希望に対応できるように配慮した。 
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⑤ その他（様々なテーマで話し合う） 

利用者からの重複した内容でも、意思を尊重し自由に意見が述べられるような雰

囲気を作りながら意見を伺った。 

    11 月、３月には利用者満足度調査も実施した。利用者の満足度が十分に得られる

ように今後の参考にしていきたい。 

⑥ 誕生会 

当月の誕生者を紹介し、みんなで歌い、季節の菓子等を頂きながらお祝いした。 

(５)総括 

 生活介護においては、日中活動班（たいよう班）を中心に、利用者のニーズや能力に応じ

た活動プログラムを提供し、機能訓練や創作活動を通じて心身機能の維持・向上および自己

表現の機会の確保に努めた。特に楽しみながら参加できる環境づくりを意識することで、活

動への意欲向上につなげることができた。 

創作活動では、個々の興味や特性に応じた内容を取り入れるとともに、季節感のある取り

組みを実施し、利用者一人ひとりの達成感や役割意識の醸成を支援した。 

 

６．支援会議等 

 利用者支援の質向上、課題解決に向けて定期的に支援会議を実施する。 

(１)フロア会議、支援係長会議、感染症対策会議 

月 件数 内  容 

4 ３ 

男性フロア会議（4/18 利用者対応について、業務確認）。 

支援会議（4/22 利用者の食事形態について）。 

男性フロア会議（4/30 投薬の確認）。 

5 ４ 

男性フロア会議（5/9 事故・投薬に対しての検討）。 

女性フロア会議（5/18 事故に対しての検討）。 

女性フロア会議（5/26 業務・事故に対しての検討）。 

男性フロア会議（5/30 利用者支援について）。 

6  2 
男性フロア会議（6/25 利用者支援について）。 

女性フロア会議（6/26 利用者支援について） 

7 ２ 
女性フロア会議（7/24 利用者支援について）。 

男性フロア会議（7/25 利用者支援について）。 

8 １ 
支援係長鍵（8/5 短期入所の居室変更について）。 

男性フロア会議（8/20 利用者支援・居室変更について）。 

9 1 
男性フロア会議（9/12 業務の確認について）    

男性フロア会議（9/27 利用者会議・清掃他について）  

10 ２ 
女性フロア会議（10/11 業務の確認、支援について）。 

男性フロア会議（10/19 利用者支援・事故の対応について）。 
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11 2 
女性フロア会議（11/1 支援の見直しについて）。 

男性フロア会議（11/22 業務の確認）。 

12 3 

男性フロア会議（12/25 利用者支援について）。 

感染症対策委員会（12/29 感染症の対応について） 

感染症対策委員会（12/30 感染症の対応について） 

 

 

 

１ 
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感染症対策委員会（1/1 感染症の対応について） 

感染症対策委員会（1/2 感染症の対応について） 

感染症対策委員会（1/5 感染症の対応について） 

支援係長会議（1/8 クラブ活動・入浴日の変更について）。 

男性フロア会議（1/13 利用者支援について）。 

男性フロア会議（1/14 利用者支援について）。 

感染症対策委員会（1/30 感染症の対応について） 

支援係長会議（1/31 入所の対応について）。 

2 2 
感染症対策委員会（2/5 感染症の対応について） 

感染症対策委員会（2/26 感染症の対応について） 

3 2 
男性フロア会議（3/6 業務の確認、利用者支援について 22）。 

支援会議（3/28 居室の変更について）。 

計 31 
 

備考  
※個別支援計画に関する会議は「件数」に含まない。 

(２)個別支援会議（施設障害福祉サービス計画の策定） 

６ヵ月ごとに利用者のモニタリング及び個別支援会議を実施し、計画を見直した。入院

等の状況変化に伴う見直しも随時行った。また、拘束に関する内容や行動障害対応の支援

会議を行った。 

ア．アセスメントの状況 
実施方法 

本人、保護者、生活支援員等からの聴き取り、本人の生活

状況の視察によりサービス管理責任者が実施済。 

保護者及び利用者への面接・説明 ☑有、□無 

面接・説明者 職種 サービス管理責任者 氏名 水本百合子 

面接・説明者 職種 サービス管理責任者 氏名 岩津  哲也 

イ．策定者について 策定者 職種 サービス管理責任者 氏名 水本百合子 

策定者 職種 サービス管理責任者 氏名 岩津  哲也 

時期 6 ヶ月に 1 回又は利用者の状態に応じての見直し。 

ウ．策定について 

原案への記載 

利用者及びその家族の生活に対する意向 ☑有 □無 

総合的な支援の方針 ☑有 □無 

生活全般の質を向上させるための課題 ☑有 □無 

施設障害福祉サービスの目標及び達成時期 ☑有 □無 
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当該サービスを提供する上で留意事項等 ☑有 □無 

計画作成に係る会議の開催状況 ☑有 □無 

原案の利用者等に対する説明 ☑有 □無 

文書による同意の有無 ☑有 □無 

計画の交付状況 ☑有 □無 

計画作成後のモニタリング ☑有 □無 

6 月に 1 回の見直し ☑有 □無 

必要に応じた計画の変更 ☑有 □無 

モニタリングの際の定期的な利用者との面接 ☑有 □無 

モニタリング結果の記録 ☑有 □無 

(３)職員会 

実施回数と内容は以下の通り。職員会の内容は、毎月月初めに実施される係長会で情報共

有を行い、必要に応じて協議する。 

実施日 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

30

日 

30

日 

26

日 

30

日 

28

日 

29

日 

30 

日 
 

10 

日 

29 

日 

26

日 

27 

日 

参加者

(人) 
17 15 10 12 13 14 10  11 174 14 11 

＜内容＞ 

① 施設長挨拶   

② 事務連絡   

③ 利用者会議フロア会議等からの議題検討  

④ 施設入所利用者状況報告   

⑤ 日中活動状況報告   

⑥ 各種委員会報告（安全衛生、人材育成、サービス向上、虐待防止・身体拘束適正化、 

地域交流、健康経営推進、支援マニュアル検討、広報）  

⑦ 行事関係  

⑧ その他（研修会報告等） 

 

７．短期入所 

(１)短期入所利用状況  （支援区分による利用状況） 

月  

 

 

区分 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計(人)  

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 
開所日数

365 日  

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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3 0 0 0 0 0 2 0 7 1 0 0 0 10 

4 14 16 17 15 39 38 8 11 6 17 32 10 223 

5 10 9 10 14 14 15 15 15 18 15 3 8 146 

6 22 29 28 29 27 35 32 48 46 20 19 22 357 

合計 46 54 55 58 80 90 55 81 71 52 54 40 736 

(２)総括 

令和 6 年度と比較すると５０件ほど増加している。日中一時と連動して新規利用者の獲

得を進めており、他法人の相談支援事業所との信頼関係の構築も進めている。事業実施時に

は居室の消毒清掃・換気等を行い、利用者が清潔な環境で安心安全に利用できるよう配慮し

ている。 

 

８．日中一時 

(１)日中一時利用状況   障がい児（支援区分による利用状況） 

月 

 

 

区分 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計(人)  

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 
開所日数

365 日  

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

3 ２ ２ ４ ０ ０ ２ ３ ４ ２ 0 ２ 1 22 

合計 2 2 4 0 0 2 3 4 2 0 2 1 22 

日中一時利用状況   障がい者（支援区分による利用状況） 

月 

 

 

区分 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 
合計(人) 

 

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 
開所日数

365 日  

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

4 5 4 10 6 6 7 13 10 10 9 6 10 96 

5 0 0 2 2 2 1 1 1 0 0 0 0 9 

6 30 29 28 32 30 29 34 26 28 27 22 29 344 

合計 35 33 40 40 38 37 48 37 38 36 28 39 449 
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(２)総括 

令和６年と比較し、障がい児の利用はやや増加、障がい者は新たに利用する利用者が増え

かなり増加した。日中利用を経験してから短期を利用するケースもあり、地域に向けて日

中・短期の利用について発信する機会が増えている。 

 

９．食事サービス                        

(１)給食状況(食数) 

 検食時間 検食者 喫食時間 生活介護 短期入所 日中一時 計 

朝 7:30 夜勤者 7:45 24,235 575 62 24,872 

昼 11:30 施設職員 11:45 24,041 671 467 25,179 

夕 17:30 夜勤者 17:45 24,233 618 15 24,866 

計    72,509 1,864 544 74,917 

(２)調理従事者 

大洲育成園 
 管理栄養士 

1 人 

※令和 4 年度よりエームサービスに調理業務を委託。 

エームサービス

株式会社 

栄養士 調理師 調理員 計 

1 人 3 人 2 人 

(うち 1 人パート) 

6 人 

(３)給与栄養目標量及び給与量 

栄養素 基準値 給与量 栄養素 基準値 給与量 

エネルギー 1,800kcal 1,758kcal ビタミン B2 1.70mg 1.00mg 

たんぱく質 72.0g 65.6g ビタミン C 100mg 78mg 

脂質 50.0g 51.7g 食物繊維 20.0g 14.1g 

炭水化物 266.0g 270.0g 食塩総量 7.0g 7.1g 

カルシウム 750mg 499mg 炭水化物エネルギー比率% 59% 61% 

鉄 7.5mg 6.5mg 脂質エネルギー比率% 25% 24% 

ビタミン A 900μg 623μg たんぱく質エネルギー比率%  16% 15% 

ビタミン B1 1.20mg 0.90mg    

(４)食品構成及び給与量 

食品群 構成値

（ｇ） 

給与量 

（ｇ） 

食品群 構成値 

（ｇ） 

給与量 

（ｇ） 

魚介類 生 60.0g 54.4g いも類 いも類 25g 26.1g 

 干物・乾物･塩蔵 0g 0g  いも加工品 5g 2.3g 

 練製品 10g 4.8g 果実類 果実類 30g 17.8g 

肉類 肉類 60.0g 63.9g  加工品 30g 18.3g 

 加工品 10g 10.5g 穀類 米 220g 220.9g 
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乳･乳製品 牛乳 200g 203.7g  パン 35g 35.3g 

 乳製品 50g 8g  めん類 15g 18g 

卵類  30g 30g  その他の穀類 3g 1.3g 

野菜類 緑黄色野菜 160g 129.4g 豆類 大豆･その他の豆 5g 1.5g 

 その他の野菜 180g 115.3g  大豆製品 30g 24.4g 

 乾燥野菜 0g 0g 油脂類 油脂類 8g 11.1g 

 野菜漬物 1g 0.6g 調味料 調味料 40g 40g 

きのこ類  20g 16.9g 砂糖及び甘味料  5g 4.8g 

藻類  2g 0.8g その他の食品  60g 65g 

種実類  2g 1.3g 菓子類  10g 6g 

(５)食事形態(重複あり) 

一般食 人数 特別食 人数 

主食量(大) 10 人 減塩食 1 人 

主食量(普通) 28 人 マンナン食 12 人 

主食量(小) 26 人 軟飯食 1 人 

主食量(ハーフ) 4 人 全粥食 7 人 

  一口大食 21 人 

  粗刻み食 6 人 

  刻み食 15 人 

  ソフト食 1 人 

  低残渣食 1 人 

  アレルギー対応食 2 人 

(６)行事食 

実施月日 行事 内容 実施月日 行事 内容 

5 月 5 日 端午の節句 ちらし寿司 

カツオのた

たき 

12 月 25 日 クリスマス

会 

クリスマス

プレート 

5 月 21 日 ラーメンバ

イキングイ

ベント 

ラーメン食

べ放題 

12 月 31 日 大晦日 年越しそば 

6 月 24 日 釜プリンイ

ベント 

釜プリンに

デコレーシ

ョンを行っ

て楽しむ 

1 月 1 日～ 

2 日 

お正月 おせち料理 

7 月 1 日 開園記念日 バイキング 1 月 7 日 鏡開き 七草粥 

7 月 7 日 七夕 ちらし寿司

そうめん 

1 月 28 日 寿司イベン

ト 

寿司食べ放

題 
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七夕ゼリー 

7 月 18 日 土用の丑 うな丼 2 月 3 日 節分 恵方巻 

9 月 11 日 アイスクリ

ームイベン

ト 

アイスクリ

ームにトッ

ピングをし

て楽しむ 

2 月 13 日 バレンタイ

ンデー 

ハート型コ

ロッケ 

チョコデザ

ート 

9 月 16 日 敬老会 敬老の日お

祝い膳 

3 月 3 日 ひな祭り ちらし寿司 

10 月 7 日 十五夜 お月見バー

ガー 

3 月 13 日 チョコフォ

ンデュイベ

ント 

チョコフォ

ンデュを楽

しむ 

10 月 31 日 ハロウィン かぼちゃメ

ニュー 

3 月 30 日 お花見 お花見弁当 

11 月 26 日 スイーツバ

イキングイ

ベント 

スイーツ食

べ放題 

   

(７)食中毒防止対策 

① 調理従事前の手洗いの徹底 

② 喫食 2 時間前調理の実施 

③ 月 1 度の検便の実施(赤痢、サルモネラ、O-157、ノロウイルス) 

④ 調理後の食品は適切な温度管理のもと保管 

⑤ 調理場の定期的な清掃と業者による害虫駆除 

⑥ 原材料の適切な下処理・洗浄(場合により消毒) 

⑦ 加熱調理食品の十分な加熱(中心温度 85℃～90℃で 1 分半以上の加熱) 

⑧ 調理従事者の毎日の健康チェック 

(８)栄養ケア・マネジメントの実施 

全利用者対象に個別支援計画の一環として栄養ケア・マネジメントを実施しました。ケ

ア計画作成のため、利用者・サービス管理責任者・看護師・管理栄養士・生活支援員で定

期的にモニタリングを行い利用者及び保護者の意向を伺いました。また、利用者の身体・

食事状況に問題が生じた際にはケア計画を見直し、作成し直しました。 

 

１０．保健医療サービス 

 利用者の健康状態を、生活におけるあらゆる機会を通して把握に努めた。また、日々の健

康状態把握に加え健康診断を実施することで、病気の早期発見に努めた。異常等が発生した

場合は、早急に医療機関へ連絡をとり通院及び入院に繋げた。施設内で処置が可能なものは、

治療・予防等を行った。 

(１)健康診断、予防接種、研修 
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5 月 21 日 第１回健康診断＜愛媛県総合保健協会＞ 実施者数 67 名 

6 月 19 日 心身障がい者（児）歯科巡回診療 実施者数 66 名 

10 月 1 日 

～ 

11 月 6 日 

第 2 回健康診断＜喜多医師会病院＞ 実施者数 66 名 

12 月 9 日 

12 月 12 日 

インフルエンザ予防接種 実施者 126 名 

（内利用者 68 名） 

（内職員 58 名） 

11 月 7 日 

11 月 11 日 

新型コロナウィルスワクチン接種 

※実施希望者のみ実施 

実施者 51 名 

（内利用 51 名） 

① 健康診断 

    年間 2 回の健康診断を実施し、結果についてはかかりつけ医に相談し、必要に応じ

て二次検査等を進めた。二次検査の結果で骨粗鬆症や糖尿病などの治療開始となった

方や脂質異常等による変薬がみられた。 

② 歯科検診＜愛媛県歯科巡回診療＞ 

検診結果を踏まえ、虫歯のあった方については順次歯科通院治療を実施。 

歯石除去 10 名実施。虫歯 12 名男性、女性 7 名 

②  感染症発症について 

１月 30 日に１名インフルエンザ A 型に罹患する。その後、他の利用者に発症者は

なく終息している。 

(２)通院状況等 

定期的に通院を実施し、投薬、処置等を受けるとともに、生活において個別に食事療法、

適度な運動、日光浴（外気浴）等、疾病の予防に取り組んだ。感染症の流行時は、可能なも

のについては薬のみ処方してもらう等の対応をして感染予防に努めた。 

(３)入院状況 

延べ人数 12 人（実人員 12）イレウス、肺炎・心不全、頚椎症、左肩骨折、心臓（徐脈）な

どで医療保護入院 
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相談支援事業所 大洲育成園 

相談支援専門員 松本 直美 

 

１. 障害児等療育支援事業 

障害児（者）の地域での生活を支えるため、療育に関する相談・援助、各種福祉サービス

の提供・調整を行った。  

(１)療育支援実績              対象地域（大洲市・八幡浜市・内子町） 

事業名 内容 件数 

在宅支援訪問療育等事業 

支援スタッフが地域や家庭に訪問し、本人や家

族からの相談に応じ家庭生活においてのアドバイ

ス・援助を行った。 

5 

在宅支援外来療育等事業 

本人や家族の方に来園して頂き、諸々の相談に

応じるとともに療育に関する必要なアドバイス・

援助を行った。 

10 

地域支援一般指導事業 

福祉事業所などに行って、在宅障害児（者）の

保育・療育に関する相談を受け、必要に応じて専

門機関の支援を頂きながら助言・援助を行った。 

1 

合計   16 

 

２. 相談支援事業  

 地域で生活している当事者やその家族からの相談を受け、福祉サービスの利用援助に関

する情報提供、社会資源を活用するための助言指導等、社会生活力を高めるための支援、権

利擁護のために必要な援助、専門機関の紹介、関係機関や学校との連絡調整、地域で生活し

ていくための見守りの支援など夜間の緊急時の相談を含めて対応した。 

また、各市町の障がい者自立支援協議会の運営も行った。 

(１) 相談支援実施状況 

 大洲市 八幡浜市 合計 

者 児 者 児 者 児 

実人数 30 1 4 0 34 1 

延件数 228 5 10 0 228 5 

 

(２) 相談支援実施方法 
 大洲市 八幡浜市 合計 

訪問 47 10 57 

来所 6 0 6 

同行 18 0 18 

電話 51 0 51 

電子メール 0 0 0 
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個別支援会議 1 0 1 

関係機関 110 0 110 

その他 0 0 0 

計 233 10 243 

(３) 相談内容状況 

 大洲市 八幡浜市 

福祉サービスの利用等に関する支援 107 4 

障害や病状の理解に関する支援 1 0 

健康・医療に関する支援 30 2 

不安の解消・情緒安定に関する支援 4 0 

保育・教育に関する支援 2 0 

家族関係・人間関係に関する支援 4 0 

家計・経済に関する支援 2 0 

生活技術に関する支援 21 0 

就労に関する支援 22 0 

社会参加・余暇活動に関する支援 0 0 

権利擁護に関する支援 0 0 

その他 40 4 

計 233 10 

 

３. 特定相談支援事業・障害児相談支援事業（計画相談支援） 

大洲市から指定特定相談支援事業者と指定障害児相談支援事業者の指定を受け、福祉サ

ービスを利用する方に対して、計画相談を実施した。 

本人・家族に話を聞き計画を作成し、利用事業所との連絡調整を図りながら、モニタリング

を定期的に実施した。 

〇計画相談件数  

（者）計画   122 件 ・モニタリング    251 件 

（児）計画     2 件 ・モニタリング       2 件 

 

４. 大洲市障害者虐待防止対策支援事業・家庭訪問等個別支援事業 

   今年度の実施件数は、無かった。 
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各種委員会活動 

サービス向上委員会責任者         

 生活支援班  園南寺 里子 

機能訓練班  山下 和真 

ミュージックケア班  村上 百合子 

創作活動班  山本 珠美枝 

地域交流委員会責任者  菊地 亮太  

安全衛生委員会責任者  中岡 靖之  

人材育成委員会責任者  白石 亮   

  広報委員会委員会責任者  米澤 侑子  

健康経営推進委員会責任者  岩本 美代 

支援マニュアル検討委員会責任者  岩津 哲也  

感染症対策委員会責任者  谷山 洋二  

虐待防止・身体拘束適正化委員会         

虐待防止マネジャー  水本 百合子 

 

１．サービス向上委員会 

(１)生活支援班 

利用者一人ひとりのニーズに応じた生活支援の質の向上を目的に、支援方法の統一、事故

防止対策の検討を行った。また、支援のばらつきや利用者の高齢化への対応が課題として挙

げられる。今後は、支援体制の強化と、情報共有の充実を図り、より質の高いサービス提供

を目指す。 

(２)機能訓練班 

 各利用者の心身の健康維持および体力向上を目的として、計画に基づく機能訓練を実施

し、日々の歩行運動への積極的な参加を促す声掛けを行った。また、日々の活動において楽

しみながら参加できるよう適宜声掛けを行い、意欲の向上を図った。さらに、利用者一人ひ

とりが活動内容を選択しやすくなるよう選択肢を拡充し、より主体的に取り組める環境整

備に努めた。 

(３)ミュージックケア班 

 月に 2 回以上の実施を目標とし、「誰でも・どこでも・いつでも、みんなで自由に楽しむ」

を基本理念として、その人がその人らしく生活できるよう、音楽の特性を生かした支援を行

った。鈴や鳴子などの楽器を用い、利用者が自由に表現できるよう働きかけを行った。また、

感染症の影響により実施が困難な時期もあったが、可能な範囲でフロアごとに分けて実施

するなど、継続的に取り組める体制を整えた。 

(４)創作活動班 

夏祭りや、イルミネーションごとに季節に応じた塗り絵や貼り絵などを行い、利用者一人

ひとりができる事を支援した。紙飛行機作りを行った後、クラブ活動として紙飛行機大会を
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実施するなど、利用者の興味や能力に応じた活動を計画し、実施した。 

 

２．地域交流委員会 

(１)実施状況 

実施日 内容 

6 月 1 日 ごみゼロ運動（参加希望利用者がいなかった為不参加） 

7 月 13 日 大洲市一斉清掃（利用者 4 人 職員２人） 

8 月 2 日 

夏まつり（保護者・地域の方を招いて、大洲学園と合同で夏祭りを実施

する。保護者、地域 217 名来園。バザー８団体、アトラクション 2 団体

参加。） 

12 月 6 日 イルミネーション保護者、地域の方々を招いて通常開催とした。 

（株）フジイオン社会福祉基金より、まごころ銀行を通して 65,000 円分

の商品提供をして頂いた。 

(２)総括 

令和 7 年度より「夏まつり」「イルミネーション」ともに家族や地域の方々を招いての

開催とした。「夏まつり」は、大洲学園との初めての法人合同での開催となり大いに盛り

上がった。前年度から徐々にもとの規模へと戻ってきたイベントについて、利用者はもち

ろん家族や地域の方々、職員も楽しむことができたのではないか。また、大洲市一斉清掃

では積極的な希望があった利用者の方々が参加し、地域の方々との交流を図っている。 

 

３．安全衛生委員会 

(１) 訓練及び法定点検等の実施状況 

実施日          実施内容 参加者 

4 月２８日 

～ 

5 月 12 日 

 

ＢＣＰ感染症対策委員会、嘔吐物処理、座学、実技訓練 

 

35 人 

5 月 1 日 大洲消防署へ消防計画書提出届出（人員配置替えによる変更）  

5 月 1 日 

～ 

5 月 31 日 

施設内安全点検 安全対策チェック表を配布し、リストに基づ

き点検を実施 

 

6 月 19 日 
土砂災害想定の BCP 訓練。避難場所を 2 回フロアとし 1 階フ

ロアの利用者を２階フロアへ垂直避難を実施。 

87 人 

6 月 22 日 
平地区合同避難訓練土砂災害訓練防災訓練 避難要請者 2 人 

福祉避難所開設、避難所設営を行った。 

12 人 

7 月 10 日 
防災教育： 大洲消防職員による一次救命処置（AED）、心

臓マッサージについての防災教育を実施 

4 人 
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9 月 1 日 
大洲消防署へ消防計画書提出届出（人員配置替えによる変更） 

 

９月 18 日 
BCP 座学訓練 ＨＵG 施設内職員研修 講師：大西善文氏 

グループに分かれ福祉避難所運営や配置について話し合う 

22 人 

10 月２日 
BCP 座学研修 施設内研修 講師：昭和会 山本理事長 

能登半島地震に伴う 1.5 次避難所での被災状況の講義を行った 

22 人 

10 月 31 日 
防犯訓練 大洲消防署員が来園する。不審者が侵入した際の対

処法を学んだ。 

20 人 

11 月 13 日 

法人間連携協定災害訓練 ＢＣＰ実技訓練 シナリオに沿って 

垂直避難訓練、福祉避難所開設、連絡訓練を実施する。訓練 

後、4 法人オンライン会議を行い各事業所の想定内容や訓練状

況等を伺った。 

85 人 

11 月 27 日 
総合訓練 ＢＣＰ実技訓練 日中、機械室から出火した想定で

実施。避難訓練後、水消火器を使った初期消火訓練を実施。 
86 人 

12 月 9 日 
施設内安全点検 安全対策チェック表を配布し、リストに基づ

き点検を実施 
 

１2 月 17 日 大洲市のシェイクアウト訓練（地震想定）を実施した。 85 人 

1 月 22 日 
施設内研修会（褥瘡）ＢＣＰ 座学研修会 

褥瘡の予防や拘縮についての講義を行った。 
25 人 

１月 30 日 
施設内研修会（感染症）BCP 実技訓練 

ガウンテクニックやゾーニングの実技訓練を行った。 
27 人 

  1 月 30 日 
原子力防災避難訓練を実施。ＵＰＺ圏内（30km）通信連絡及

び屋内退避訓練。 
85 人 

２月２６日 
施設内安全点検 安全対策チェック表を配布し、リストに基づ

き点検を実施 
人 

3 月 16 日 
広域ルート確認。災害時、受け入れ先のいつきの里の資材及び

備蓄品の視察見学。公共施設のトイレ数確認 
２人 

3 月２7 日 
総合訓練 日中、ボイラー室から出火した想定で実施。避難訓

練後、簡易担架作成手順法等の救護訓練を実施した。 
80 人 

(２)総括 

今年度の BＣＰ座学研修はＨＵG（福祉避難所運営ゲーム）を行った。災害時、運営側と 

して被災者の受け入れやボランティアスタッフ、救援物資の配置等をどのように行うか 

各グループに分かれ協議しゲーム形式で楽しみながら取り組んだ。また、昭和会の山本理事

長を講師として招き能登半島地震発生後、1.5 次避難所の被災者の現地の様子や災害派遣ス

タッフの配置や対応、連携について体験談を踏まえて講義していただいた。実技研修では 

4 法人連携合同訓練で被害想定した中で垂直避難や福祉避難所開設、安否確認の連絡訓練 

等を実施した。来年度も風水害の避難訓練や座学訓練、連絡訓練を行い災害時の対応に 
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ついて利用者、職員に周知しながら対応していきたい。 

 

４．人材育成委員会 

(１)実施状況 

・４月～ 

・10 月～ 

新入職員を対象に、社会福祉法人大洲育成園新入職員研修マニュアル及び

社会福祉法人大洲育成園新入職員現場実習マニュアルに沿った育成プログ

ラムを実施する。 

【対象者】 

4 名（大洲育成園：新卒 2 名、大洲学園：新卒１名 中途 1 人） 

３月 ・研修及び実習の実施確認を行う。 

・次年度に向けてマニュアル内容の検討を行う。 

・次年度の体制について確認を行う。 

(２)総括 

「新入職員研修マニュアル」および「新入職員現場実習マニュアル」に基づき、新入職員

への研修を実施した。研修期間中、対象者の離職や人材育成に関するクレームは発生せず、

概ね計画どおりに進行した。一方で、一部の研修項目については未実施となったため、次年

度へ繰り越すこととした。また、次年度に向けてマニュアル内容の見直しを行ったが、現行

内容で十分であるとの意見が一致し、改訂は行わないこととした。 

なお、より効果的な研修体制を構築するため、次年度より委員の増員を行い、新卒入職者

一名につき委員一名が進捗状況を把握する担当制度を導入することとした。これにより、

個々の職員に対する支援体制の強化を図る。 

 

５．広報委員会 

(１)実施状況 

広報誌を年間 4 回発行する。 

４ 月 １日発行 大洲育成園だより「つばさ」春号《第 287 号》 

７ 月 １日発行 大洲育成園だより「つばさ」夏号《第 288 号》 

10 月 1 日発行 大洲育成園だより「つばさ」秋号《第 289 号》 

１ 月 １日発行 大洲育成園だより「つばさ」冬号《第 290 号》 

(２)総括 

ホームページの運営として、担当者にその都度記事を依頼し、利用者の様子や法人の情報

等随時ホームページを更新して、発信に努めた。 

 

６．健康経営推進委員会 

職員等の健康管理を経営的な視点で考え、健康の保持・増進につながる取組を戦略的に実

践する「健康経営」を委員会メンバーが中心となって企画・立案し、実施した。 

実 施 日 内   容 
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４月 13 日 〇本委員会のねらい 

〇令和 7 年度実施計画・実施体制（案）について協議 

 上記 2 件について話し合い。 

4 月 15 日 健康経営優良法人 2025 認定法人に対する実態調査 提出 

4 月 23 日 〇R6 年度延期になっていたセミナー開催について（明治安田生命） 

打ち合せ 

４月 24 日 〇有給休暇取得促進月間について 

〇健康セミナー実施に向けての希望アンケートについて協議 

上記 2 件について話し合い 

5 月 16 日 ○5S 活動について話し合う 

5 月 23 日 健康セミナーに関するアンケート調査実施、健康目標用紙配布（～6/3） 

5 月 27 日 明治安田生命セミナー実施「血管を元気に」「個人年金について」 

5 月 28 日 健康づくり推進宣言令和 6 年度実施結果レポート 提出 

6 月 6 日 有給休暇取得促進についての周知ポスター 掲示、健康目標掲示 

6 月 19 日 5S 活動大作戦周知ポスター 掲示 

7 月 1 日 5S 活動大作戦開始（毎週金曜日） 

7 月 18 日 住友生命セミナー打ち合わせ 

8 月 18 日 健康経営優良法人 2026 申請受付 開始（～10 月 17 日〆切） 

9 月 5 日 えひめウォーキング大作戦 2026 エントリー開始（～9 月 25 日〆切） 

9 月 18 日 令和 6 年度健診結果について「健康つうしんぼ」受取 

9 月 25 日 住友生命による運動セミナー「簡単ながらトレーニング」等 実施 

10 月 14 日 健康経営優良法人 2026 認定申請書提出 完了 

10 月 25 日 平地区健康づくりウォークラリー参加 

11 月 14 日 〇今後の取り組みについて○健康についてのアンケート 

〇次回、実施セミナー内容について希望内容まとめ 

 上記 3 件について話し合い。 

12 月 8 日 明治安田生命と健康セミナー内容についての打ち合わせ 

12 月 18 日 今後の活動に関するアンケート配布（～12/26） 

1 月 8 日 アンケート集計 

1 月 19 日 明治安田生命と健康セミナー内容についての打ち合わせ 

→セミナー「女性のライフサイクルと健康」と「医療と保険」 

1 月 30 日 えひめウォーキング大作戦 2025 目標歩数達成チーム表彰状掲示、参加者

への景品決め 

2 月 21 日 健康目標結果掲示 

2 月 26 日 えひめウォーキング大作戦 2025 参加チームへの景品購入 

3 月 12 日 明治安田生命セミナーの開催「女性のライフサイクルと健康」 

3 月 16 日 反省と来年度の計画（案） 



 

25 

 

(２)総括 

 今年度を通して健康の保持・増進につながる取り組みを経営的な視点で捉えるため、職

員対象に健康に関する興味・関心を調査した結果を参照し外部団体と企画を立案し活動し

た。 

昨年に引き続き、協会けんぽ愛媛支部が主催する「えひめウォーキング大作戦」では参

加職員数も増え、エントリーした 5 チーム中 4 チームが目標歩数を達成することが出来

た。 

 また、健康保持・増進の面で住友生命により肩こり・腰痛改善を目指した運動セミナー

を実施した。明治安田生命とは女性健康課題に関する理解促進に向け、「女性のライフサ

イクルと健康」と医療費の知識を深めるセミナーを開催している。 

ラジオ体操等の運動習慣の継続、ワークライフバランスを目指した年次有給休暇の取得

促進、健康保持・増進や健康に関する興味・関心の向上を目指したセミナー依頼などの活

動を行い、健康経営優良法人 2026 を取得することができた。また、業務の効率化・安全

性の確保・職場環境の改善を目的に新たに 5S 活動を取り入れた。 

 

７．支援マニュアル検討委員会（環境整備含む） 

(１)マニュアルについて 

  変更なし。 

(２)環境整備について 

全職員を対象に「気づきシート」を作成し、職場におけるムリ・ムラ・ムダに関する意見

を収集した。集まった意見を分析した結果、課題として「支援環境の整備不足」「支援マニ

ュアルの検討不足」「職員間コミュニケーションの不足」「5S 活動の不足」の 4 点を抽出し、

それぞれについて検討および対応を行った。 

対応の結果、「支援環境の整備不足」については ICT 活用を推進し、インカムを導入する

ことで業務効率の向上を図った。また、「5S 活動の不足」については健康経営推進委員会を

中心に施設の美化活動を実施し、一定の成果を得ることができた。 

一方で、「支援マニュアルの検討不足」については、今年度 7 月に事業所内で利用者の生

活スペース移動があったことから、マニュアル作成までには至らなかった。また、「職員間

コミュニケーションの不足」については、職員への周知を継続して行ったものの、大きな改

善にはつながらなかった。 

これら 2 点については、次年度も引き続き課題として取り組んでいく。 

 

８．感染症対策委員会 

(１)実施状況 

4 月 10 日 新入職員感染症対策研修会（新人職員 3 名、中途 2 名対象） 

4 月 24 日 BCP 年間計画についての会議。 
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5 月 14 日 感染症対策委員会 BCP 嘔吐処理研修・実技訓練 30 名実施 

12 月 25 日 職員がインフルエンザ 2 名罹患し対応について会議。 

12 月 29 日 

1 月 8 日 

利用者が嘔吐し、感染症対策会議実施しフロア閉鎖しゾーニング実施。 

最終の嘔吐者から 5 日経過しフロア閉鎖、ゾーニング解除する。 

1 月 22 日 

1 月 30 日 

第 2 回感染症予防 BCP ゾーニングとガウンテクニック研修・実技訓練を

実施。褥瘡研修も実施。47 名実施 

1 月 30 日 

２月 5 日 

利用者がインフルエンザ A 型に 1 名罹患したため、委員会を開催し対応

を協議し施設内ゾーニングを行う。2/5 解除となる。 

2 月 26 日 感染症発生時の対応マニュアルの一部改訂会議。 

3 月 1 日 感染症発生時の対応マニュアル一部改訂する。 

3 月 30 日 感染症対策委員会の取り組み内容についてと振り返り実施。 

前年度より、感染症及び食中毒の発生及びまん延の防止等に関する取り組みが義務化さ

れ「研修」「訓練」をそれぞれ２回全職員を対象に実施し対応力の向上を図った。感染症の

発生状況として、年度を通してインフルエンザ 1 件発生したが、委員会で日々変化する感

染状況の把握、情報共有することが現場での速やかな対応につながり感染を最小限に抑え

ることができた。 

 

９．虐待防止・身体拘束適正化委員会 

(１) 実施状況 

４月 ９日 新規採用職員「虐待防止・身体拘束適正化」研修会 

４月 30 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

5 月 2 日 年間計画について 

５月 12 日 「身体拘束検討会」 

５月 15 日 研修会・チェックリストの作成について 

５月 30 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

6 月 3 日 「身体拘束検討会」 

6 月 17 日 虐待防止に係るチェックリストの検討 

6 月 26 日 虐待防止に係るチェックリストの作成・第１回研修会の検討          

6 月 27 日 サービス相談日 第三者委員への報告  

7 月 15 日 第１回研修会打合せ 

7 月 22 日 第１回「虐待防止・身体拘束適正化研修会」 
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7 月 30 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

8 月 28 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

9 月  8 日 中途採用職員「虐待防止・身体拘束適正化」研修会 

9 月 10 日 サービス相談日 第三者委員への報告  

9 月 26 日 「身体拘束検討会」 

9 月 26 日～ 

９月 2７日 
強度行動障害支援者基礎研修 2 人受講 

9 月 29 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

10 月 30 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

11 月 7 日 「身体拘束検討会」 

12 月 15 日 サービス相談日 第三者委員への報告  

1 月 3 日 「身体拘束検討会」 

1 月 29 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

2 月 26 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

3 月 1 日 「身体拘束検討会」 

3 月 12 日 サービス相談日 第三者委員への報告 

3 月 19 日 第２回「虐待防止・身体拘束適正化研修会」 

3 月 24 日 「身体拘束検討会」 

3 月 27 日 「事故報告・ヒヤリハット・虐待・身体拘束」について職員会で周知 

※虐待に関する事案は発生していない。 

(２) ヒヤリハット報告件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

転倒・転落 １ １   １ １ １ １    １ 7 

他害   １          １ 

食事トラブル             ０ 

服薬トラブル   １      １ １  ２ 5 

その他   １ ４   ２ ４  ２   13 

合計 １ １ ３ ４ １ １ ３ ５ １ ３ ０ ３ 26 

(３) 軽微な事故報告件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

転倒・転落 9 8 7 8 5 8 6 9 7 8 3 8 86 
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他害 1 3 3 6 2 1 3 1 4 4 2 3 33 

怪我   2 1 1 1 1  1  1 1 9 

食事トラブル    1       1  2 

服薬トラブル         1    1 

その他  1 1 1 2 1  2 1 2 3  14 

合計 10 12 13 17 10 11 10 12 14 14 10 12 145 

(４) 事故報告件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

転倒・転落  ２   ２① １ １   3③   9 

他害             0 

怪我 1①   ２① １  ２① １ １ １  3① 12 

食事トラブル 1①            1 

服薬トラブル 3 ２ ２ １ １ １ １  ６ 1  4 22 

その他       ６   ２ 2 1 11 

合計 5 ４ ２ ３ ４ ２ 10 1 7 7 ｖ2 8 55 

(５)総括 

 7月、3月に園内で「虐待防止・身体拘束適正化」の研修を行った。また、チェックリス

トを新しく作成し2回実施した。障がい者虐待について再認識すると共に、日頃の支援に

ついて考えるよい機会になった。現在５名の利用者が身体拘束の対応をしている。利用者

の尊厳を第一に安全で安心できる支援を目指している。 

事故報告では誤薬による事故が多くみられた。いずれも人為的なミスにより発生してお

り、マニュアルに基づき確実に実施していくよう周知を図った。また、利用者の高齢化に

伴い、転倒・転落の事故も増えている。骨折して手術をするケースもあり、事故防止に向

けて機能訓練を取り入れていくと共に、利用者の状態に合わせた支援に努めている。 

※「〇印のアラビア数字」の表記は、県・市町に報告した事案。 
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その他 

 主任指導員  谷山 洋二 

 

１．実習生・ボランティア受け入れ 

月 日 学校・団体名 内 容 参加者人数 

7 月 7 日 大洲農業高校 イベント行事のサポート １人 

7 月 31 日 
マルタ電機商会 

伊予銀行 
イベント行事のサポート ２人 

8 月 24 日 川之石高校 日中・余暇活動のサポート 1 人 

10 月 23 日 一般 職場体験 1 人 

11 月 5 日 一般 日中・余暇活動のサポート 1 人 

11 月 7 日 一般 日中・余暇活動のサポート １人 

11 月 11 日 一般 日中・余暇活動のサポート 1 人 

11 月 14 日 一般 職場体験 1 人 

11 月 19 日 一般 職場体験 1 人 

12 月 5 日 (株)フジマルナカ大洲 イベント行事のサポート 5 人 

12 月 6 日 
大洲農業高校 

川之石高校 
イベント行事のサポート 2 人 

1 月 21 日 一般 趣味(歌謡)の披露 1 人 

2 月 16 日～ 

2 月 25 日 
聖カタリナ短大 保育実習 1 人 

 

２．クラブ活動の状況 

(１)クラブ活動の方針 

 週１回土曜又は日曜日 10:30 から 1～2 時間程度、利用者の要望に応じたクラブ活動計画

を作成し、これに基づき実施する。利用者の参加する意思によって選択できるもの。 

(２)実施状況 

クラブ名 
１回当たり平均参加人数 

指導担当者 実施状況 
男性 女性 計 

クラブ活動 

（カラオケ、軽

スポーツほか） 

20.1 21.7 41.9 当日勤務職員により実施 １回/週程度 

※令和 7 年度実績：実施回数 37 回、延べ利用人員 1551 人（男性 745 人・女性 806 人） 
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３．定期的な行事開催状況 

(１)誕生会・利用者会議（頻度：1 回／月） 

 おやつを提供し飲食。当月誕生者をみんなで祝福する。各フロアで、生活の改善や要望

を話し合う。 

(２)業者散髪（頻度：1 回／月） 

「カットスタジオひらた」「ハピネス」に来園いただき、希望者の散髪を実施する。 

① 料金 2,000 円（利用者負担） 

 ② 日程：カットスタジオひらた 毎月第２月曜 

     ：ハピネス 毎月第２火曜 

 

４．苦情解決への取組み 

 令和 7 年度については、0 件でした。 

 

５．サービス相談日の開催 

開催日 用務 内容 

6 月 2７日 サービス相談日 

出席：松井康之氏 

伊賀 弘氏 

谷本加代子氏 

令和 6 年度事業報告 

第三者委員活動の総括 

利用者 6 人と面談。要望数件あるも

のの苦情は無。 

9 月 10 日 サービス相談日 

出席：松井康之氏 

利用者 10 人と面談。要望数件あるも

のの苦情は無。 

12 月 15 日 サービス相談日 

出席：伊賀 弘氏 

利用者 9 人と面談。要望数件あるも

のの苦情は無。 

3 月 12 日 サービス相談日 

出席：谷本加代子氏 

利用者 7 人と面談。要望数件あるも

のの苦情は無。 

 

６．4 法人連携協定会議 

高知県（昭和会）、徳島県（柏涛会）、愛媛県（福角会、大洲育成園） 

(１)実施状況 

月   日 内  容 

7 7～8 つなぐ塾 入塾式（昭和会） 

9 11～12 四法人間連携協定会議 前期（柏涛会） 

10 6～7 第 1 回つなぐ塾企画委員会（いつきの里） 

10 27～28 第 2 回つなぐ塾（大洲育成園） 
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11 13 四法人間連携協定合同防災訓練 

10   24 施設見学（大洲育成園） 

11    28 第 2 回つなぐ塾企画委員会（いつきの里） 

 12 9 第 3 回つなぐ塾企画委員会（いつきの里） 

  12 16～17 第３回つなぐ塾（いつきの里） 

  1 26～27 四法人間連携協定会議 後期（いつきの里） 

 2 24～25 第 4 回つなぐ塾 施設見学（香川県 白鳥会） 

 

 

 

  



 

 

 

  

障がい者支援施設 

大洲市立大洲学園第１部 

大洲市立大洲学園第２部 
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令和 7 年度事業報告 

施設長  宮脇 忠 

 

１．事業環境  

施設のサービス利用状況は、施設入所及び生活介護は第 1 部定員 40 人に対し在籍 37 人、

第 2 部定員 30 人に対し在籍 16 人という人員配置で令和 7 年度をスタートしました。 

指定管理 2 期目 2 年目の通算 5 年目を迎えての体制は、上記利用者人員配置を各部男女

別に割振りをした。そのうえで利用者の障害支援区分や特性等を考慮して、部屋割りをも実

施した。このような状況について保護者等には、育成会総会から各種行事においてその都度

変更の主旨を説明して理解を得たところです。またこの変更により、入所施設支援の業務に

係る夜勤職員配置を各部 1 人として職員の過重業務の軽減を図ることができました。利用

者支援については、従来とおり同性であることを原則として、県の示す職員配置基準を満た

しており、1 年間通じて実施できた。 

当年度は、愛媛県南予地方局地域福祉課福祉指導グループによる指定障害福祉サービス

事業者等に係る運営指導と障害者支援施設に対する指導監査が、令和 7 年 10 月 15 日に関

係者の立会いのもとで実施されました。令和 8 年 2 月 17 日付愛媛県南予地方局長の文書通

知による指導監査等の結果は、理事会設置者に付議を要する指摘事項は 0 件。理事会設置

者に付議を要しない指摘事項はあわせて 4 件であった。大洲市担当機関などと協議を行い、

直ちに改善報告書を作成して、大洲市市民福祉部社会福祉課経由を以て回答したところで

す。事業運営等については、概ね良好であることが判明しました。 

 次に利用者の異動については、①令和 7 年 5 月 11 日未明に施設内において男性利用者 60

歳が、原因：急性心筋梗塞にて病院搬送され、死亡が確認された。早朝より警察の立入りが

あり施設長及び主任指導員、事務長がこれに対応。事件性はないという結論に至る。また②

令和 6 年 12 月肺炎と診断された男性利用者 29 歳は、度重なる通院等や訪問看護を経て入

院。看護師を中心に生活支援員等が協力して看護するも、令和 7 年 8 月 5 日付入院先医療

機関において重症化により死亡。病状発生時より親族等立会いして手続するも入院拒否な

どの経験をした。これを人権侵害ではないかという観点から、愛媛県南予地方局へ事故報告

書を提出済。また男性利用者 70 歳は、高齢により当事業所より福祉サービス提供において

質の高い大洲育成園への異動希望も重なって、令和 7 年 10 月に退所する運びとなった。 

これらの経緯から、次年度開始する利用者現員は、第 1 部在籍 34 人、第 2 部在籍 16 人

計 50 人となる。 

 

２．各種サービス充実等の状況 

 大洲市の定める大洲市立大洲学園指定管理者仕様書に基づき、入所利用者に対して安全

を第一とした個別支援計画を核とする福祉サービス提供を職員と共に念頭にして実施した。 

昨年度 10 月より導入した強度行動障害加算に対応した支援も加えながら定着した利用者支

援を行った。各個人における障害支援区分に加え、自閉症などの障害特性を持ち合わせた利
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用者が入所しており、職員間協議や保護者報告を含めた対応をしている。それに係る職員へ

の事故や体調不良等が懸念されるところである。 

年間を通じての対外行事開催における参加は、愛媛県主催の障がい者スポーツ大会をは

じめ南予福祉施設会のボッチャ大会や福祉まつりなど利用者の要望を聞きながら実施した。

事業所内のメイン行事である夜市盆踊り大会については、大洲育成園と合同開催すること

と変更して、相互事業所の職員間交流から始まって利用者及び地域の皆様との交流及び施

設開放ができました。一方で事業内における日課・行事等の開催も作業班別によるバス遠足

等レクリエーションの実施や個別支援計画を幹とする園外活動（買物・運動など）の実施な

ど昨年度に引き続き成果が見られた。保護者等のご理解を得ながら少数の利用者グループ

による 2 泊 3 日の沖縄方面への観光旅行も実施できた。外泊・外出については、保護者等

による申請に基づいて実施されましてそれぞれ家族交流することもできた。 

 国政選挙や近隣市議会議員選挙と実施されました。利用者の権利擁護の観点から本人へ

の意向等を伺いながら、全員とはいかないまでも従来とおり期日前投票を実施するために

大洲市投票所までの行動支援もできました。虐待防止については、定期的な研修やチェック

リストの活用など事業実施を行っており、職員への指導教育や関係法令等の周知について

研修会を通じて実施。利用者に向き合う姿勢や支援姿勢等々についてまだまだ不十分であ

るので、徹底して注意喚起をしてきた。併せて利用者の身体拘束ゼロを目指しているが、他

利用者への迷惑行為の対処や歩行機能低下からの転倒等については、ケース会議を開催し

安全対策が必要な場合は、マニュアルに基づき、本人や保護者の同意を得たうえで対応し、

その都度状況を記録した。次年度に向けての件数は減少傾向にあり、ゼロへの兆候がみられ

るものと思う。 

 災害等に係る事業体制については、指定基準等に基づいて令和 5 年 7 月に事業継続計画

（BCP）を策定して、令和 6 年 4 月に一部改正して、現在もその対応にあたっているとこ

ろ。全国各地での地震発生など災害等は頻発しているものの、近隣地域では問題はでていな

い。有事を想定した中で、事業所の消防計画を策定から避難訓練実施等など法人間連携協定

を含めた災害協定等の結束を更に強固にして、今後もこの対応にあたる予定とする。 

 感染症対策については、結果、インフルエンザ罹患者等が発生したものの蔓延することな

く、例年ほどに入院等などの重篤者を出すことなく終息できた。 

 

３．健康経営 他 

利用者が笑顔で生活できる施設づくりのためには、まずは支援者である職員が心身共に

健康であることが重要。職員が健康で働き続けることができる事業所を目指して法人全体

で「健康づくり推進宣言」を行い、その取り組みは、当事業所においても実践し、中小規模

法人部門において「健康経営優良法人 2025」の認定（2018 年より連続）を事業所単位で取

得できました。これを 2026 年度も継続して、引き続き取り組むこととした。 

職員の健康こそが経営の基盤であり、ワークライフバランスの取り組みとして、有給休

暇の積極的な取得や、育児・介護休暇取得を啓発した。また育児・介護休業法改正に伴う
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産後のパパ育休や育児休業の分割取得を導入して、事業者内職員において、昨年同様に取

得実績をあげることができた。 

例年とおり利用者の通院送迎や通勤時等における職員の安全運転や法令遵守の意識向上

のため、全職員の協力を得て運転記録証明書を取得し安全運転、無事故無違反等の交通ルー

ルの遵守に努め、今年度も愛媛県警察本部並びに自動車安全運転センターから「優秀安全運

転事業所」の認定を受けている。 

 

４．人員確保・人材育成 

  今年度の職員配置については、大洲育成園との法人内での異動を含めて以下のとおりを

配置した。 

職
種 

年
月 

施
設
長 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者 

生
活
支
援
員 

看
護
師 

管
理
栄
養
士 

事
務
員 

嘱
託
医 

(

※
非
常
勤) 

計 

令和 7 年 

4/1 現在 
1 2 22 2 1 1 2 31 

減員 

(退職) 
  1     1 

増員 

(採用) 
  1     1 

令和 8 年 

3/31 現在 
1 2 22 2 1 1 2 31 

なお、福祉職として専門性を高めている職員に対して正規職員登用試験を実施。残念な

がら今年度大洲市立大洲学園については、受験者無。 

人材育成においては、法人人事評価規程に基づいて目標管理書の作成・上席者との目標

設定や面談と人事評価記録書によるチェックリストによる意識付けを実施。併せて、定期

的な職員間モニタリング（1on1 ミーティング）を実施しており、職員個々の問題等の解決

にあたっている。 

  



 

36 

 

障がい者支援施設大洲市立大洲学園第 1 部・第 2 部 

 主任指導員 山本 隆二 

1． 利用者状況（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

(１)年齢別・性別の状況  

第 1 部：定員 40 人（平均年齢：50.6 歳、最低年齢：26 歳、最高年齢：76 歳、65 歳以上：2 人） 

 
20 歳以上 

～ 
30 歳未満 

30 歳以上 
～ 

40 歳未満 

40 歳以上 
～ 

50 歳未満 

50 歳以上 
～ 

60 歳未満 

60 歳以上 
～ 

70 歳未満 
70 歳以上 計 

男 2 3 12 10 6 1 34 

女 － － － － － － － 

計 2 3 12 10 6 1 34 

第 2 部：定員 30 人（平均年齢：27.9 歳、最低年齢：23 歳、最高年齢：63 歳、65 歳以上：0 人） 

 
20 歳以上 

～ 
30 歳未満 

30 歳以上 
～ 

40 歳未満 

40 歳以上 
～ 

50 歳未満 

50 歳以上 
～ 

60 歳未満 

60 歳以上 
～ 

70 歳未満 
70 歳以上 計 

男 － － － － － － － 

女 1 4 1 7 3 － 16 

計 1 4 1 7 3 － 16 

(２)障害支援区分 

区分 6 5 4 3 2 計 平均 

第 1 部 
施設入所 7 13 12 2 － 34 4.74 

生活介護 7 13 12 2 － 34 4.74 

第 2 部 
施設入所 7 6 3 － － 16 5.25 

生活介護 7 6 3 － － 16 5.25 

(３)入所期間の状況（施設入所） 平均 32.0 年（第 1 部：33.9 年、第 2 部 27.9 年） 

在籍年数 0～9 10～19 20～29 30～39 40～ 50～ 計 

第 1 部 人数 0 5 6 6 17 0 34 

第 2 部 人数 0 4 5 3 3 1 16 

(４)行政機関 

＜第 1 部＞ 

大洲 八幡浜 宇和島 西予 松山 伊予 内子 伊方 愛南    計 

16 1  5 1 1 3 5 2    34 

＜第 2 部＞ 

大洲 八幡浜 宇和島 西予 松山 伊予 内子 伊方 愛南 松野 砥部 西条 計 

8 2    1 1  1 1 1 1 16 
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２．利用実績（支援区分別利用状況） 

(１)第 1 部 施設入所 

新規入所者 0 人、退所者 3 人 以上 

(２) 第 1 部 生活介護 

新規入所者 0 人、退所者 3 人 以上 

(３)第 1 部 障害支援区分変更申請 

該当なし。 

(４)第 1 部 外泊等回数 

(５)第 2 部 施設入所 

新規入所者 0 人、退所者 0 人 以上 

   月 

 

 

区分 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 開所 

日数 

365日 

 

合計 

延数 

30日 31日 30日 31日 31日 30日 31日 30日 31日 31日 28日 31日 

3 60  62 60 62 62 60 62 30 31 31 28 31 579 

4 390  401 390 388 372 330 372 390 387 401 364 403 4588 

5 420 413 390 418 433 450  404 390 403 401 364 372 4858 

6 240  248 240 248 218 210  217 210 217 217 195 247 2707 

合計 1110 1124 1080 1116 1085 1050  1055 1020 1038 1050 951 1053 12732 

実数 37 37 36 36 36 35 35 34 34 34 34 34  

   月 

 

 

区分 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 開所 

日数 

365日 

 

合計 

延数 

30日 31日 30日 31日 31日 30日 31日 30日 31日 31日 28日 31日 

3 60  62 60 62 62 60  62 30 31 31 28 31 579 

4 390  401 390 388 372 330  371 389 387 400 363 402 4583 

5 419  410 389 417 432 449  403 390 403 401 364 372 4849 

6 240 248 240 248 218 210  217 210 217 217 195 247 2707 

合計 1109  1121 1079 1115 1084 1049 1053 1019 1038 1049 950 1052 12718 

実数 37 37 36 36 36 35 35 34 34 34 34 34  

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

外泊 3 9 0 3 10 2  4 2 21 4 1 1 60 

     月 

 

 

区分 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 開所 

日数 

365日 

 

合計 

延数 

30日 31日 30日 31日 31日 30日 31日 30日 31日 31日 28日 31日 
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(６) 第 2 部 生活介護 

新規入所者 0 人、退所者 0 人 以上 

(７)第 2 部 障害支援区分変更申請 

該当なし。  

(８)第 2 部 外泊等回数 

 

３．行事 

月 施設行事 福祉関係機関行事 地域行事 

4 

3 お花見 

25 第 1 回健康診断 

25 避難訓練 

25 誕生会 

26 育成会総会 

26 利用者会議 

11 南予福祉施設会総会 

18 愛媛県知的障害者福祉協会総会 

  施設長会 

 

5 

21 監事監査 

22 歯科検診 

24 育成会第1回役員会 

25 愛媛県障がい者 

15 ボッチャ審判講習会 23 大洲喜多法

人会・総会・交

流会 

 

3 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0  0 0 0 

4 90  93 90 93 93  90 93 90 93 93  84 93 1095 

5 179 186 180 186 185  180 186 180 186 183  168 186 2185 

6 210  217 210 217 217  210 217 210 217 191 184 216 2516 

合計 479 496 480 496 495  480 496 480 496 467  436 495 5796 

実数 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16  

     月 

 

 

区分 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 開所 

日数 

365日 

 

合計 

延数 

30日 31日 30日 31日 31日 30日 31日 30日 31日 31日 28日 31日 

3 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0  0 0 0 

4 90 93 90 93 93  90 93 90 93 93  84 93 1095 

5 179 186 180 186 185  179 185 179 186 183  168 186 2182 

6 210 217 210 217 217  210 217 210 217 190  184 216 2515 

合計 210 496 480 496 495  479 495 479 496 466  436 495 5792 

実数 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16  

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

外泊 5  3 0 2 5 4  2 4 1 29 12 1 68 
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スポーツ大会 

28 ＢＣＰ職員研修～6/12 

30 誕生会 

31 利用者会議 

 

6 

17 ひまわり班レク① 

19 がいな班レク 

24 ひまわり班レク② 

25 内科検診 

27 誕生会 

28 利用者会議 

29 育成会総会・役員会 

1 南予福祉施設会ボッチャ交流会 

20 福祉の職場新任研修会 
 

 

7 

3 ひまわり班レク➂ 

8 ひまわり班レク④ 

10 ひまわり班レク⑤ 

15 参議院議員選挙期日前

投票 

22 虐待防止研修 

22 火災・消火訓練 

25 誕生会 

26 利用者会議 
 

1 宇和特別支援学校視察 

16～17 中四国職員研修会 

 

13 大洲市一斉

清掃（利用者5

人、職員2人参

加） 

 

8 

2 夏祭り 

29 誕生会 

30 利用者会議 

7~8 防災管理新規講習 

12~13 南予福祉施設会 

青年部夏季研修会 

16  福祉サービス第三者評価継続 

   研修 

27 特定給食施設研修会 

16 たいら夏祭

り(職員1人参加) 

9 

2 大洲市市議会議員選挙 

期日前投票 

9 サービス相談日(松井氏) 

26 誕生会 

27 利用者会議 

11～12 法人間連携協定会議 

21 防災救命救急講習 

 

 

 

 

 

10 

4 育成会研修 

25 利用者会議 

31 誕生会 

6 県社協 成年後見制度協議会 

15 愛媛県南予地方局指導監査 

  ゆうあいスポーツ香川1日目 

16 ゆうあいスポーツ香川2日目 

18 南予福祉施設会福祉まつり 

26 平地区 

  ウオーク 

  ラリー 

(職員3人参加) 
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29 労働災害防止説明会 

30 大洲市障がい者スポーツの集い 

11 

９ 福祉と健康つくり市民 

  の集い 

10 避難訓練 

18 地域連携推進会議① 

25 がいな班レク 

28 誕生会 

29 利用者会議 

1 南予地区eスポーツ交流会 

(松葉学園) 

13 四法人連絡訓練 

26 乙亥大相撲観戦 

26～27 福祉サービス第三者評価 

    評価者での 

3 市木獅子舞、

徳森獅子舞 

17 たいらの文

化祭 

12 

9 ひまわり班レク 

11 地域連携推進会議② 

16 年末大掃除 

17 内科検診 

  インフルエンザ 

  予防接種 

シェイクアウト愛媛

（県民総地震防災訓練） 

18 サービス相談日 

  誕生会 

25 クリスマス会 

27 利用者会議  

18～19 南予福祉施設会職員合同 

研修会 

24 南予福祉施設会企画委員会  

 

 

 

 

19 大洲喜多 

法人会、来園 

1 

1 元旦・初詣 

20 ひまわり班レク 

21 救急救命講習会 

30 誕生会 

31 利用者会議 

16 青年部冬季研修会 

21 愛媛県知的障害者福祉協会 

  施設長会議 

26～27 法人間連携協定会議 

28 南予福祉施設会理事会 

 

2 

2 節分 

5 衆議院議員期日前投票 

12 健康経営セミナー 

24 介護技術研修会 

27 誕生会 

28 利用者会議 

18 愛媛県福祉協会施設長会議 

19 大洲市成年後見制度利用促進協

議会 
 

3 

3 虐待防止研修会 

9～11 グループ旅行沖縄 

12 サービス相談日 

  健康経営セミナー 

14 育成会役員会 
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26 お花見 

27 誕生会 

28 利用者会議 

 

４．施設入所支援 

第１部（定員 40 人） 

第 2 部（定員 30 人） 

現員 計 50 人（第１部：34 人、第２部：16 人） 

(１)実施状況 

施設入所支援サービスとして、主に夜間に係る利用者の精神面、身体面の支援及び生活全

般等の支援、生活する上での相談及び助言、その他必要に応じての支援を行った。また利用

者個人に必要なサポートを積極的に行い、利用者のニーズにあった支援を行った。そのこと

により、施設入所支援から生活介護の日中活動へのより良い支援に繋がった。 

利用者への個別支援計画については、解決すべきニーズに合わせた取り組みを実施し、サ

ービス管理責任者を中心に利用者・家族・職員等でのモニタリングを行い、利用者のニーズ

に合った支援を設定。これを基本とした生活に対して支援するよう努めた。利用者及び家族

等の意向・嗜好を伺い、同意のもと支援を行った。また、入院やケガによる通院などの身体

機能の低下に伴い、利用者個人に合わせた個別支援計画の見直しを適時行った。また、大洲

市、南予圏域、4 法人災害協定、他法人間連携に努め、利用者が安心・安全な福祉サービス

の提供に努めた。 

(２)総括 

 令和 7 年 4 月 1 日より 1 部フロアを男性利用者、2 部フロアを女性利用者に居室の変更

を行い施設入所支援を実施している。これにより同性支援がやり易くなり職場の人員不足

を補う効果がみられた。一方で利用者においては、生活環境の変化に適応できず不安定な状

況になったのではないかと思われる方を一部確認している。が、大きなトラブル等はなく概

ね順調に運んでいる。夜勤については宿直者を各 1 名ずつに変更し支援にあたっているが

今の所大きな問題はない。5 月に男性利用者が急性心筋梗塞で死亡されたこと、8 月に男性

利用者が出来得る限りの治療および支援をしてきたが肺炎が元で死亡され 2 名の方が亡く

なるという悲しい出来事があった。心新たに支援に取り組んでいるところであります。 

 

５．生活介護 

第１部（定員 40 人）  

第 2 部（定員 30 人） 

現員 計 50 人（第１部：34 人、第２部：16 人） 

(１)実施状況 

日中活動班は、２班構成にて、利用者の持つ機能や利用者ニーズに沿った班編成を組んだ。

活動のプログラムについては、3 つ。機能訓練、創作活動・クラブ活動、軽作業を中心に実
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施した。 

ア 機能訓練 

心身の健康維持を図る為、個別運動機能訓練計画書を作成し計画に沿って機能訓

練を支援し、楽しく参加しやすい環境を整えた。 

イ 創作活動・クラブ活動 

カラオケや e スポーツ等利用者の興味や能力に応じた活動を計画し、実施した。 

また、絵画作成等、利用者一人ひとりが出来る事を支援した。  

※『e スポーツ』とは!? 

 愛媛県は、年齢・性別・障がいの垣根なく実施でき、障がい者の社会参加ツー

ルのほかリハビリなどにも効果のある e スポーツを推進。大洲市教育委員会より

推薦を受けて、大洲学園がモデル施設となった。地域への普及促進を図る拠点と

して機能するために交流の場を創出する役割を担う。 

ウ 軽作業 

クラッカー袋詰め作業を中心に軽作業を実施する。収益は、必要経費を差し引き工賃

として利用者へ支給する。 

(２) 生産活動班（がいな班） 

目的：軽作業の機会提供・就労事業所移行を目指す・社会資源の活用 

＜利用者数＞                      （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

男 性 女 性 合計 備 考 

12 人 2 人 14 人 

【内訳】 

1 班 男性 12 人 

2 班 女性 2 人 

  

＜支援員＞ 

男性 3 人  

女性 2 人 

合計 5 人 

(３)機能訓練班（利用者のみ A～Ｂの 2 編成） 

Ａ 環境整備（草引き、草刈）、機能訓練 他 

＜利用者数＞                      （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

男 性 女 性 合 計 備 考 

6 人 6 人 12 人  

Ｂ 機能訓練、体力の維持・増進、レクリエーション 他 

＜利用者数＞                      （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

男 性 女 性 合 計 備 考 

16 人 8 人 24 人  
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＜支援員＞ 

男性 7 人  

 

※パート職員含 

女性 9 人 

合計 16 人 

(４)利用者会議 

開催の趣旨としては、利用者の方々に関わる、生活面、食事面、余暇活動、施設内行事、

施設外行事等の意見を徴して要望や嗜好に応えていく為、毎月開催をしている。利用者の方

も会議に慣れてきて今ではいろんな意見や要望を積極的に発言されている。その意見や要

望に応えることで、福祉サービスの質の向上にと考える。班別レクリエーションでの外出に

ついても昨年度より職員構成による委員会協議を実施して、目的地等の場所においてマン

ネリ化しないとした。今後も利用者に対して質の高い福祉サービスを行って行けるように

努めたい。 

＜参加状況＞                              単位：人 

 実施日 

 

 

部 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

26

日 

31 

日 

28 

日 

26

日 

30

日 

27

日 

25

日 

29

日 

27

日 

31

日 

28 

日 

28 

日 

第 1 部 34 30 33 33 33 33 33 34 31 30 28 32 

第 2 部 12 15 15 16 16 16 16 16 16 14 14 16 

(５)総括 

この会議を開始して 5 年経過し利用者も発言した内容が現実になることを実感しており

今では積極的に発言すること施設での生活をいいものにしたいという気持ちの表れだと感

じる。利用者満足度調査を年 1 回並行して実施しているが、毎月開催することで、利用者の

意向に応えることは継続していきたいと考える。 

 

６．支援会議等 

 利用者支援の質の向上、課題解決に向けて定期的に支援会議を実施する。 

(１)個別支援会議（施設障害福祉サービス計画の策定） 

ア．アセスメントの状況 
実施方法 

本人、保護者、生活支援員等からの聴き取り、本人の生活

状況の視察によりサービス管理責任者が実施済。 

保護者及び利用者への面接・説明 ☑有、□無 

面接・説明者 職種 第1部サービス管理責任者 氏名 角藤 昭文 

面接・説明者 職種 第2部サービス管理責任者 氏名 大野 尚美 

イ．策定者について 策定者 職種 第1部サービス管理責任者 氏名 角藤 昭文 

策定者 職種 第2部サービス管理責任者 氏名 大野 尚美 

時期 適時 

ウ．策定について 原案への記載 利用者及びその家族の生活に対する意向 ☑有 □無 
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総合的な支援の方針 ☑有 □無 

生活全般の質を向上させるための課題 ☑有 □無 

施設障害福祉サービスの目標及び達成時

期 

☑有 □無 

当該サービスを提供する上で留意事項等 ☑有 □無 

計画作成に係る会議の開催状況 ☑有 □無 

身体拘束検討会議 ☑有 □無 

原案の利用者等に対する説明 ☑有 □無 

文書による同意の有無 ☑有 □無 

計画の交付状況 ☑有 □無 

計画作成後のモニタリング ☑有 □無 

6 月に 1 回の見直し ☑有 □無 

必要に応じた計画の変更 ☑有 □無 

モニタリングの際の定期的な利用者との面接 ☑有 □無 

モニタリング結果の記録 ☑有 □無 

(２)リハビリテーションの実施方針・実施状況 

 該当者はありません。 

(３)職員会 

朝礼では夜間帯の報告、日中の予定、終礼では日中の状況報告、夜勤者への引継ぎ等をメ

インに実施し細かい支援が実施できるよう情報の共有を行っている。 

また、協議事項を中心に行う月 1 回の職員会は、13 時 30 分から下記の内容で協議を開

催。今後も福祉サービスの質の向上を図るために、委員会開催内容や職員間協議、その協議

事項等の周知と情報共有、各部支援係長経由で口頭報告などを実践して行く。 

開催日 協議内容 

令和 7 年 4 月 24 日 ・軽微な事故の報告書の取り扱いについて 

・ヒヤリ・ハット・事故報告書の実名報告について 

令和 7 年 5 月 30 日 ・夜間の巡回時間の見直しについて 

令和 7 年 6 月 26 日 ・夜勤の巡回、0 時 3 時の実施後の状況について各フロアの 

 意見を集約。今後も続ける事に決定する。 

令和 7 年 7 月 29 日 ・業者散髪(ハピネス)の電話対応について 

・8/2 実施の夏祭りについての説明 

令和 7 年 8 月 28 日 ・勤務の交代について 

・支援記録の入力について 

・カラオケ機器の取り扱いについて 

令和 7 年 9 月 26 日 ・気づきシートについて 

・夏祭りの反省 

令和 7 年 10 月 30 日 ・家族交流の日の開催について 
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・Biz システム(災害時通報システム)について 

・暖房のボイラーの取り扱いについて 

・グループ旅行について 

令和 7 年 11 月 28 日 ・服薬トラブルについて 

令和 7 年 12 月 25 日 ・朝食、夕食のセット変更について 

・令和 8 年 2 月 3 日の節分について 

・車椅子点検表の実施について 

・食事支援の時間について 

令和 8 年 1 月 29 日 ・食堂におけるエプロン、おしぼりの準備について 

・虐待防止研修会用 アンケートについて 

・園外活動時の行先変更等について 

令和 8 年 2 月 26 日 ・薬の確認について 

・夜間入浴について 

・ボイラーの稼働時間について 

令和 8 年 3 月 26 日 ・買い物チケットの使用について 

・夜間入浴について 

・職員モニタリングについて 

・館内暖房について 

・起案書について 

・食堂にテーブル拭きについて 

 

７．食事サービス 

(１)給食状況(食数) 

 検食時間 検食者 喫食時間 １部 2 部 計 

朝 7:30 夜勤 8:30 12,610 5,750 18,360 

昼 11:30 施設職員 12:15 12,461 5,663 18,124 

夕 16:30 夜勤 18:00 12,590 5,754 18,344 

計    37,661 17,167 54,828 

(２)調理従事者 

大洲学園 
 管理栄養士 

1 人 

※令和 3 年度より、エームサービス株式会社に委託 

エームサービス 

株式会社 

 栄養士 調理師 調理員 計 

2 人 

（内パート 1 人） 

1 人  4 人（パート） 7 人 

(３)給与栄養目標量及び給与量 

栄養素 基準値 給与量 栄養素 基準値 給与量 
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エネルギー 2,050kcal 1,851kcal ビタミン B2 1.40mg 0.97mg 

たんぱく質 66.7g 68.1g ビタミン C 100mg 80mg 

脂質 57.0g 56.5g 食物繊維 20.0g 14.9g 

カルシウム 720mg 543mg 食塩総量 7.5g 7.5g 

鉄 8.5mg 7.4mg 脂質エネルギー比率% 25% 27.5% 

ビタミン A 800μg 709μg たんぱく質 

エネルギー比率%  

16% 14.7% 

ビタミン B1 1.30mg 0.90mg    

(４)食品構成及び給与量 

食品群 構成値

（ｇ） 

給与量 

（ｇ） 

食品群 構成値 

（ｇ） 

給与量 

（ｇ） 

魚介類 生 60g 49.3g いも類 いも類 60g 24.3g 

 干物・乾物･塩蔵 1g 0g  いも加工品 5g 4.9g 

 練製品 5g 7.3g 果実類 果実類 30g 9.5g 

肉類 肉類 50g 63.6g  加工品 20g 11.1g 

 加工品 5g 15.6g 穀類 米 230g 221.4g 

乳･乳製品 牛乳 200g 190.2g  パン 30g 33.2g 

 乳製品 10g 10.9g  めん類 20g 18.6g 

卵類  40g 24.3g  その他の穀類 10g 2.6g 

野菜類 緑黄色野菜 150g 138.4g 豆類 大豆･その他の豆 5g 3.1g 

 その他の野菜 200g 154.0g  大豆製品 60g 27.3g 

 野菜漬物 1g 0.1g 油脂類 油脂類 20g 15.6g 

きのこ類  10g 22.0g 調味料 調味料 50g 34.1g 

藻類  2g 0.9g 砂糖及び甘味料  10g 4.1g 

種実類  1g 0.8g その他の食品  100g 103.3g 

    菓子類  10g 21.6g 

(５)食事形態(重複あり) 

一般食 人数 特別食 人数 

普通食(大)  5 人 マンナン食 13 人 

普通食(普通) 37 人 一口大食 16 人 

普通食(小)  8 人 刻み食  5 人 

  ミキサー食  0 人 

(６)行事食 

実施月日 行事 内容 実施月日 行事 内容 

4 月 22 日 バイキング  11 月 17 日 ラーメンフ

ェス 

二郎系ラー

メン 
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5 月 29 日 セレクトメ

ニュー 

かつ丼 or 

カツカレー 

12 月 17 日 鍋パーティ

ー 

寄せ鍋 

6 月 16 日 ピザ＆ポッ

プコーンフ

ェス 

 12 月 25 日 クリスマス

会 

クリスマス

メニュー 

7 月 7 日 七夕 七夕そうめ

ん 

12 月 31 日 大晦日 年越しそば 

7 月 31 日 土用丑の日 うなぎのか

ば焼き 

1 月 1 日 お正月 おせち料理 

8 月 18 日 アイスパー

ティー 

 1 月 27 日 お寿司パー

ティー 

 

8 月 21 日 すいか割り

大会 

 2 月 3 日 節分 恵方巻 

 

9 月 22 日 中秋の名月 お月見バー

ガー 

2 月 17 日 バレンタイ

ンデー 

チョコフォ

ンデュ 

10 月 23 日 ハロウィン デザートバ

イキング 

3 月 3 日 ひなまつり ちらし寿司 

(7) 食中毒防止対策 

ア 調理従事前の手洗いの徹底 

イ 喫食 2 時間前調理の実施 

ウ 月 1 度の検便の実施(赤痢、サルモネラ、O-157、ノロウイルス) 

エ 調理後の食品は適切な温度管理のもと保管 

オ 調理場の定期的な清掃と業者による害虫駆除 

カ 原材料の適切な下処理・洗浄(場合により消毒) 

キ 加熱調理食品の十分な加熱(中心温度 85℃～90℃で 1 分半以上の加熱) 

ク 調理従事者の毎日の健康チェック 

(8) 栄養ケア・マネジメントの実施 

全利用者対象に個別支援計画の一環として栄養ケア・マネジメントを実施しました。ケ

ア計画作成のため、利用者・サービス管理責任者・看護師・管理栄養士・生活支援員で定

期的にモニタリングを行い利用者及び保護者の意向を伺いました。また、利用者の身体・

食事状況に問題が生じた際にはケア計画を見直し、作成し直しました。 

 (9) ヒヤリハット・アクシデント報告 

ヒヤリハット・アクシデント報告を実施し、再発防止に努めました。 

 

８．保健医療サービス 

 利用者の健康状態を、日中及び夜間の生活におけるあらゆる機会を通して把握に努めた。

また、日々の健康状態把握に加え、内科検診、健康診断、がん検診等を実施することで、病
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気の早期発見に努めた。異常等の問題が発生した場合は、早急に医療機関へ連絡をとり、通

院・入院治療を行った。施設内で処置が可能なものに関しては、その対応、予防・啓発等の

支援を行った。 

利用者の薬について、事件・事故がないよう医務室の施錠ができる薬品庫で管理し、正確

に服薬管理ができるよう努めた。 

(１)健康診断、予防接種 

4 月 25 日 第１回健康診断＜愛媛県総合保健協会＞ 実施者数 53 人 

5 月 22 日 心身障がい者（児）歯科巡回診療 実施者数 52 人 

（内歯石除去 9 人） 

6 月 25 日 内科検診＜嘱託医：神南診療所 清水医師＞ 実施者数 52 人 

9 月 1 日 

～ 

9 月 29 日 

第２回健康診断＜喜多医師会病院＞ 実施者数 51 人 

11 月 19 日 新型コロナワクチン接種 実施者 34 人 

12 月 17 日 インフルエンザ予防接種 実施者 50 人 

12 月 17 日 内科検診＜嘱託医：神南診療所 清水医師＞ 実施者 50 人 

ア 内科検診 嘱託医：神南診療所 清水医師 

・第１回（6 月 25 日）52 人実施 

・第２回（12 月 17 日）50 人実施 

イ 精神科医相談 1 回/月（毎週木曜日実施）平成病院 清水医師 

   毎月各フロアより希望者を募り、学園内会議室にて実施 

ウ 健康診断 

   ・第 1 回（4 月 25 日）53 人 愛媛県総合保健協会 

※尿検査予備日 5 月 13 日  

・第 2 回（9 月 1 日～9 月 29 日）51 人 喜多医師会病院 

   〇結果については内科検診時に嘱託医に相談し、必要に応じて二次検査等を実施。ま

た、保護者から希望があれば保護者対応にて二次検査を実施している。 

エ 歯科検診＜愛媛県歯科巡回診療＞（5 月 22 日）  

○検診結果を踏まえ、虫歯のあった方については順次歯科通院治療を実施。 

オ 感染症発症について 

・インフルエンザ感染者 1 部 1 人、2 部 2 人 計 3 人 

・新型コロナウイルス感染者 なし 

カ 予防接種 

  ・新型コロナワクチン接種（11 月 19 日）34 人実施 

・インフルエンザワクチン接種（12 月 17 日）50 人実施 
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(２)通院状況 

定期的に通院を実施し、投薬、処置等を受けるとともに、生活において個別に食事療法、

適度な運動、日光浴（外気浴）、音楽療法等を実施し、疾病の予防に取り組みました。 

 ［第 1 部］ 

  ［第 2 部］ 

(３)入院状況 

延べ人数 7 人（実人員 6 人）～前立腺がん疑い、肺膿瘍、誤嚥性肺炎（2 人）、肺炎、

胃腸炎、てんかん重積発作 

 

９．ミュージックケア（音楽療法） 

(１)実施状況 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

回数 4 3 2 3 4 3 4 2 4 1 1 １ 

［第 1 部］ 

項目/月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

実人員 37 37 36 36 36 35 35 34 34 34 34 34 

延べ人員 91 72 35 61 103 78 80 38 112 15 26 16 

［第２部］ 

項目/月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

実人員 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 

延べ人員 58 40 27 44 58 41 53 30 60 15 12 14 

(２)総括 

初級研修を修了した職員をリーダーとし、毎週水曜日（午前中）に約 1 時間でプログラム

を組み立て、セッションを実施した。その人がその人らしく生きるための援助活動であるた

め、利用者、職員が安心できる場の提供となるよう努めた。また利用者、職員がみんなで楽

しめるようにプログラムを工夫し、セッションの中で自然と利用者と職員がコミュニケー

ションを取れるよう実施した。 

 

  

 内科 外科 精神科 皮膚科 眼科 歯科 その他 計 

実人数 20 11 30 10 2 4 36 113 

延べ人数 113 78 333 18 7 36 108 693 

 内科 外科 精神科 皮膚科 眼科 歯科 その他 計 

実人数 11 9 12 8 1 4 16 61 

延べ人数 63 69 161 13 3 26 33 368 
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各種委員会 

サービス向上委員会責任者 角藤 昭文 

地域交流委員会責任者 中野 清貴 

安全衛生委員会責任者 森岡 京司 

(※ＢＣＭ推進委員会、感染症・褥瘡対策委員会 を兼務) 

広報委員会責任者 楠野 義雄 

健康経営推進委員会責任者 大野 尚美 

支援マニュアル検討委員会責任者 山本 隆二 

虐待防止・身体拘束適正化委員会責任者 山本 隆二 

 

１．サービス向上委員会 

(１)実施状況 

実施日 内   容 

R7.4.15 委員紹介、誕生会、散髪、生活介護・個別支援記録について 

業者散髪の支援計画について 

R7.5.21 業者散髪について、スポーツ大会・ボッチャ大会について、誕生会 

処遇改善手当について、衣替えについて、1 部の記録について 

R7.6.23 
業者散髪について、ミュージックケアについて、6 月の誕生会 

気づきシートについて、お風呂場の椅子について 

R7.7.17 誕生会について、お風呂場の椅子について、気づきシートについて 

R7.9.10 

気づきシートについて 

女性入浴の椅子について 

車椅子移乗の研修会について 

R7.11.17 

車椅子研修について 

交通安全標語について 

利用者支援(投薬)について 

誕生会について 

R8.1.23 

車椅子研修について 

投薬について 

散髪について 

誕生会について 

通院情報について 

気づきシートについて 

園のシャンプー、ボディーソープについて 

R8.2.24 

R8.3.12 

第 1 回介護技術研修会 

介護技術研修会について 
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R8.3.13 

薬の 2 重チェックについて 

学園で使用しているシャンプー等について 

1 年の活動の反省 

第２回介護技術研修会 

(２)総括 

 令和 7 年 4 月から 1 部が男性、2 部が女性となり利用者の事業所変更、職員の配置、日

中活動の見直しなど大きく変化してきた。サービス向上委員会では新しい体制によって見

えてきた「気づき」を全職員から抽出し、ムリ・ムラ・ムダを減らすことにより仕事の効

率化を図ってきた。2 月・3 月には職員の介護技術の向上のため、研修会を開き職員が統

一した正しい支援が行えるようにスキルアップを図った。 

 今後も利用者が安心・安全に学園生活が送れるように、また職員が働きやすい環境で仕

事ができるように話し合いを改善していく。 

 

２．地域交流委員会 

(１)実施状況 

実施日 内   容 

R7.5.12 令和 7 年度 夏祭り大会について  (学園、育成園合同) 

R7.6.16    〃   夏祭りの内容について  (学園、育成園合同) 

R7.6.9   〃   夏祭りの内容について  (学園、育成園合同) 

R7.6.16 
令和 7 年度 夏祭りの内容について (学園、育成園合同) 

大洲市一斉清掃について 

R7.7．3  〃   夏祭りの内容について  (学園、育成園合同) 

R7.9.11 令和 7 年度 夏祭りの反省 

R7.10.3 クリスマス会について 

R7.10.30 クリスマス会について 

R7.11.17 クリスマス会について 

R7.11.25 クリスマス会について 

R7.12.31 クリスマス会の反省 

R8.3.12 令和 8 年度の夏祭り(仮称)の開催について(育成園と合同) 

R8.3.20 
令和 7 年度の行事についての反省 

令和８年度の合同夏祭り・他について 

(２)総括 

 今年度の夏祭りは初めて育成園と合同で実施しました。初めての試みですので何かと模

索しながらの計画となりました。祭り自体はたくさんの方が園に訪れて頂き盛り上がりも

良かったと感じております。学園からは育成園まで移動しなくてはいけないので少しスム
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ーズに行かない部分もあったかと思います。2 回 3 回と重ねる内にいい祭りになればと考

えています。 

 地域活動(地域行事)は、大洲市一斉清掃、たいらの夏祭り文化祭など参加し地域の一員

として活動しました。 

 

３．安全衛生委員会（防火管理責任者 森岡京司・祖母谷 洋子） 

(１)訓練及び法定点検等の実施状況 

実施日 実施内容 参加者 

4 月 14 日（月） 
大洲消防署へ消防計画書提出届出 

（人員配置替えによる変更） 
 

4 月 25 日（金） 昼間火災訓練消火訓練（洗濯場の乾燥機より出火想定） 70 人 

5 月 27 日（火） 夜間火災等職員連絡訓練 29 人 

５月 23 日（水）

～6 月 12 日（木） 
BCP（業務継続計画）の職員周知のための研修会 27 人 

6 月 17 日 (火) 土砂避難訓練 68 人 

6 月 19 日（木） 土砂災害に対する防災訓練（情報伝達訓練） 2 人 

7 月 22 日（火） 昼間火災避難訓練 71 人 

8 月 26 日（火） 大洲消防署へ防火管理者選任(解任)届書、消防計画書の提出  

8 月 18 日 (土) 7 月避難訓練の反省、9 月の消火訓練について  

９月 21 日（日） 防災救命救急講習受講 2 人 

9 月 6 日（土） 

～9 月 10 日（水） 
原子力訓練に伴う職員研修（DVD 鑑賞） 26 人 

9 月 18 日（木） BCP 座学研修 職員合同研修会（HUG） 22 人 

10 月 2 日  (木) ＢＣＰ座学研修 施設内職員合同研修会 35 人 

10 月 18 日（土）

～10 月 19 日(日） 
防災士養成講座 講習と筆記試験受ける 2 人 

10 月 23 日（木） 
昼間火災避難訓練(ボイラー室より出火想定)・通報訓練・消火

訓練（消防署立ち合い） 
65 人 

11 月 10 日（月） 

線状降水帯発生を想定した避難訓練 

大洲学園から大洲育成園まで徒歩による避難訓練 
 50 人 

12 月 17 日（水） シェイクアウト避難訓練(地震避難訓練) 49 人 

1 月 21 日（木） 心肺蘇生法・AED 使用を含む救急救命講習会 13 人 

1 月 30 日（金） 愛媛県原子力防災訓練（屋内退避訓練） 61 人 
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３月 26 日（木） 夜間火災避難消火訓練 68 人 

(２)総括 

今年度も、大洲育成園の指定管理のもと事業計画に基づき、避難訓練等を実施出来た。 

1 月に感染症蔓延の影響で計画していた研修等は、日を延期して実施することが出来た。 

火災避難訓練に関しては、回数を重ねて少人数の職員で協力しながら、利用者を指定の避

難場所まで、安全に避難をすることに努めた。また、今年度も継続して防災士養成に努め、

2 名の職員が資格を取得することが出来た。 

業務継続計画（BCP）の策定を行い、職員への内容の周知を順次行い、BCP の訓練、研

修等も普段の訓練に合わせて行い、職員の防災への関心や予防に努められるよう取り組ん

だ。 

 

４．広報委員会 

 事業活動に係る情報公開において重要な委員会であり、法人定款第 39 条の規定につい

て、広報誌とホームページというツールを利用して実施する。 

(１)実施状況 

実施日 内   容 

Ｒ7.5.9 
① Web 広報オンライン講座の紹介 ②「ふれあい便り」について 

➂ 牛歩について 

R7.6.24 〇牛歩第 48 号原稿について、広報誌「ふれあい 115 号」構成について 

R7.7.24 「ふれあい 115 号」構成と確認。ラベル印刷について 

R7.12.5 「ふれあい 116 号」の構成について 

R7.12.22 「ふれあい 116 号」の発行について 

R8.1.29 「ふれあい 117 号」について 

R8.2.17 
「ふれあい 117 号」の構成について 

AI ジェミニーでの文章作成について 

R8.3.18 
「ふれあい 117 号」の発行について 

AI 活用について 

(２)総括 

 今年度についても広報誌ふれあいだよりは、委員会メンバーで協議・制作して、概ね計

画通り実施出来た。また、AIを活用して、記事が作成出来るように勉強会を行った。                                       

 南予福祉施設会「牛歩」の作成に係る原稿依頼は、例年通り職員から快い協力を得る事が

出来た。次年度においても引き続き協力して頂く事をお願いした。 

 

５．健康経営推進委員会 

職員等の健康管理を経営的な視点で考え、健康の保持・増進につながる取組を戦略的に実

践する「健康経営」を委員会メンバー中心で企画・立案して推進しています。 
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（1）実施状況 

実施日 内   容 

R7.4.28 昨年度の活動の振り返り 

令和 7 年度の事業実施に係る打合せ・協議・新たな活動について 

R7.5.14 有給取得強化月間について  健康目標の設定について 

明治安田生命セミナーについて  トクホ商品について 

R7.6.26 5S 会議 

R7.6.30 自販機(サントリー)のトクホ飲料について、5S 運動について 

R7.7.8 自販機(サントリー)の飲料水について入れ替えをお願いする。 

Ｒ7.7.31 自販機(サントリー)の飲料水について 

5S 運動について 

R7.8.13 住友生命セミナーについて 

平地区健康づくりウオークラリーについて 

健康経営優良法人 2026 について 

Ｒ7.8.18 5S 活動報告書について 

住友生命セミナーについて 

平地区健康づくりウオークラリーについて 

健康経営優良法人 2026 について 

R7.8.28 健康経営優良法人 2026 の申請について 

R7.9.1 健康経営優良法人 2026 の申請について 

R7.9.11 健康経営優良法人 2026 の申請について 

R7.9.17 「えひめウォーキング大作戦 2025」参加申し込み行う 

R7.10.31 ５Ｓ活動について 

明治・安田生命の健康セミナーについて 

R7.12.29 健康経営推進委員会アンケートについて 

あるくとについて 

健康経営推進委員会の今年度の活動反省について 

R8.1.30 本年度の反省と来年度の方向性について 

(２)総括 

 大洲育成園と同様に「健康経営優良法人 2026」の認定を受けて、今年度も継続して委

員会を中心に企画・立案をして職員への健康増進等々に向けた啓発活動を実施。 

恒例である協会けんぽ愛媛支部企画「えひめウォーキング大作戦」についても参加職員

が一丸となって実施。6 チーム 26 人が参加。大洲育成園とともに生命保険関係の各社の協

力を得て、健康セミナーなど様々な行事を実施。次回への取組みの為にアンケートを行っ

て、評価や要望を収集。また処遇改善加算申請に伴い 5Ｓ活動を 11 月より毎週木曜日の

14 時より 30 分間清掃活動を中心に実施した。 
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６．褥瘡対策委員会 

 指定基準に係る褥瘡対策を整備する体制の構築及び褥瘡発生に係る予防に努め、これに

係る知識の習得について取り組みました。 

（1）実施状況 

実施日 内   容 

R８.1.22~30 褥瘡対策研修会「褥瘡の予防、拘縮予防とそのケアについて」 

（2）総括 

 園の看護師が講師となり褥瘡と拘縮の予防について大洲育成園と合同で実施する。 

予防のやり方や影響について再認識してもらい支援に生かしている。 

 

７．支援マニュアル検討委員会 

(１)実施状況 

実施日 内   容 

R7.6.10 

生活支援マニュアルの見直し 

(通常、早出、遅出、夜勤、食事、歯磨き、与薬、整容 

夜勤時対応マニュアル) 

R7.7.16 感染症発生時の対応マニュアルの見直し 

R7.9.5 製本前のマニュアルチェック 

R7.9.11 感染症・褥瘡対策マニュアルの見直し 

R7.10.20 製本前の最終チェック 

R7.12.1 改訂版支援マニュアルを職員に配布 

R8.3.31 監査で指摘のあった部分の訂正シールを職員に配布 

(２)総括 

以前、職員に配っているマニュアルの改善内容を実際に支援している内容と照らし合わ

せ新しいマニュアルの製本を行い 12 月に全職員に配布するが、10 月 15 日に実施された県

の監査において指摘があった部分の改善内容を訂正シールにて 3 月に職員に配布した。 

 

８．感染症防止対策委員会 

(１)実施状況 

実施日 内   容 

R8.1.7 インフルエンザ感染者発症後の対応について 

R8.1.13 インフルエンザ感染者発症後の対応について 

R8.3.5 インフルエンザ感染者発症後の対応について 

R8.3.10 インフルエンザ感染者発症後の対応について 

(２)総括 

 1 月と 3 月にそれぞれインフルエンザに罹る利用者が出たが男性利用者と女性利用者の
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隔離、食堂での隔離、入浴時間の変更等、早い段階での対応が功を奏し広がることなく収束

している。コロナについては罹患者は出ていない。 

 

９．虐待防止・身体拘束適正化委員会 

(１)実施状況 

実施日 内   容 

R7.6.26 チェックリストの見直しをして新たなリストを作成する。 

R7.7.22 

虐待防止研修(育成園・学園合同)を実施する。 

新しいチェックリストを使用 

当日参加出来なかった職員は後日提出してもらう。 

R7.12.19 虐待防止研修会実施について 

R8.1.8 虐待防止研修会実施について 

R8.1.19 虐待防止研修会実施について 

R8.3.3 
虐待及び身体拘束研修会を開催する。 

当日参加できなかった職員は報告書を後日閲覧してもらう。 

R8.3.26 令和８年度４月からの身体拘束に関する検討会議 

(２)ヒヤリハット報告件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

転倒・転落 1   1 2 2    1 2 １ 10 

他害 7 1 2   2   1 2 1  16 

怪我             0 

食事トラブル             0 

服薬トラブル   1  1        2 

盗る            １ 1 

その他 1 1 3  1 4   2 1 1 ３ 17 

合計 9 2 6 1 4 8   3 4 4 ５ 46 

(３)軽微な事故報告書件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

転倒・転落    1 2 2 3 1 2 5 1  17 

他害  2  1  1   1 1 2 ４ 12 

怪我  1  1         2 

食事トラブル            １ 1 

服薬トラブル             0 

盗る  1 1 2         4 

その他      1  1  1 1  4 

合計  4 1 5 2 4 3 2 3 7 4 ５ 40 
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(４)事故報告書件数 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

転倒・転落             0 

他害 1      1 2 2  2 1 9 

怪我 ①  ①  ①  3 1  1     1 9 

食事トラブル             0 

服薬トラブル 1    1 2 2 2 1    9 

盗る             0 

その他 3 ① 1 2 2 ①  1 1   1 2  2  17 

合計 ① 5 ② 1 ① 2 5 ① 2 3 5 4  4  2 4  2 44 

※「〇印のアラビア数字」の表記は、県・市町に報告した事案。令和7年度は、計5件。 

(４)総括 

＜ヒヤリハット報告＞ 

報告は、昨年度比に対して減少。ヒヤリハット30件程度で事故1件言われており、件数

が多いほど、事故を未然に防ぐ形になる。頻度こそ少ないが、ヒヤリとした情報を共有す

ることが大事である為、ヒヤリハット報告書は、件数が出てくれば重大な事故を未然に防

ぐ形となる。 

＜軽微な事故報告＞ 

 新たに設置した枠であるが、ヒヤリハットと事故報告の中間といった認識をして頂きた

い。事故は起きたが通院するほどでない、保護者に報告するほどでない場合の枠組みであ

る。 

＜事故報告＞ 

 愛媛県等関係機関への報告が伴う事故は、骨折2件、裂傷1件、死亡2件である。骨折に

ついては居室での転倒が1件、原因不明が1件、裂傷の1件は居室での転倒である。死亡に

ついては夜間での急性心筋梗塞が1件、そして1件は元々肺炎を患い入院での治療を希望し

ていたが病院側からの拒否により通院での治療を余儀なくされ園として出来得る限りの努

力をしたが回復することなく亡くなったものである。この方については目が見えないこと

もあり他の病院にもお願いするも受け入れてくれる所はなく、県の機関にも相談報告をし

ております。通年なら年末くらいからインフルエンザが流行ることが多いのですが、今年

に限り流行ることなく収束したことは日頃の職員の研修会等の成果ではなかったかと自負

するところであります。 
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その他 

 主任指導員 山本 隆二 

１．実習生・ボランティア受け入れ 

月 日 学校・団体名 内 容 参加者人数 

令和 7 年 

9 月 22(月)～25 日(木) 
大洲市立大洲北中学校 福祉体験学習 

学生 8 人 

教員 1 人 

 

２．クラブ活動の状況 

(１)クラブ活動の実施方針 

週１回土曜日午後 13:30 から 1～2 時間程度、利用者の要望に応じたクラブ活動計画作

成し、これに基づき実施する。利用者の参加計画のあるスポーツ行事の練習を含めて、意

思や嗜好を尊重して選択できるものとしている。 

(２)実施状況 

クラブ名 

１回当たり 

平均参加人数 指導担当者 実施状況 

男性 女性 計 

クラブ活動 

（カラオケ、e スポーツほか） 

人 

31.5 

人 

14.3 

人 

45.8 

当日勤務職員によ

り実施 
１回/週程度 

(延べ活動人員) 1102 502  計 35 回/年  

(３) えひめ障がい者 e スポーツ交流促進事業活動（愛媛県契約事業、R3 年度より継続）

の状況 

 ア 実績 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

回数 4 4 3 4 3 3 3 4 3 2 3 2 38 

人数 12 11 17 25 12 16 15 20 18 11 15 12 184 

 イ 実施内容 

    大洲市立大洲学園の活動は、土曜日と日曜日にクラブ活動にて実施。この 2 日間

の内、午後の 2 時間/日を 4～5 人程度の少人数で活動。現在は、利用者同士の対人

形式を主で実施している。利用者個々にトラブルなく伸び伸びと実施できるよう配

慮している。  

仲良く利用者同士が e スポーツを実践することを第一として活動。ゲームを実践

する者、それを後ろから見ることで楽しめる者、それぞれが同じ場所・いつものメン

バーで活動できた。オンライン参加による大会には参加しませんでしたが、今回は e

スポーツのプロ選手との交流があり、西予市松葉学園において利用者 2 名・職員 1 名

での交流会に参加できた。 
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３．苦情解決への取組み 

 利用者会議、苦情受付箱、個別相談を実施していますが、令和 7 年度は苦情なし。 

 

 

４．サービス相談日の開催 

開催日 用務 内容 

令和 7 年 6 月 27 日 サービス相談日 令和 6 年度第三者委員活動の総括。 

令和 7 年度サービス相談日担当月の確認。 出席：  松井康之氏 

伊賀 弘氏 

谷本加代子氏 

令和 7 年 9 月 9 日 サービス相談日 

出席：松井康之氏 

苦情 0 件。 

要望・雑談 9 件。 

令和 7 年 12 月 18 日 サービス相談日 

出席：伊賀 弘氏 

苦情 0 件。 

要望・雑談 7 件。 

令和 8 年 3 月 12 日 サービス相談日 

出席：谷本加代子氏 

苦情 0 件。 

要望・雑談 7 件。 

日付 大会名 成果 

令和 7 年 11 月 1 日(土) 南予障がい者施設 

e スポーツ交流会 

主催:愛媛県、松葉学園 

施設対抗戦、プロ選手による技術指導 

他  

 



 

 

 


